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宮崎市ーツ葉潰及其の附近に

於ける動物研究の総括

中島

I緒雷

1 

茂

動物分市より見たる九日十H仕留北直系統帥ち北方系動物と呼ぶものと東洋

直系統帥ち南方系動物と栴ずるものの交雑地帯に常ってゐて雨系の境界をど

九州本島と奄美大島の中間とに推定されてゐる。従って宮崎勝、の Fauna

は北方系普通種が主体と ~þ ‘之れに南方系種をカHへ特色付けてゐると云

ひ得る。

此のーツ葉演は宮崎市の東方市岸にて謂はば宮崎平野が日向器fHc接する

問渉地域で太い直観的左足汀鵠より大小起伏の砂丘、紺背のクロマツ林を経

て農耕地~続き‘古記「橘の小戸の阿波岐ケ原J 1.主る傍設地であ答、設に

は最早、白砂育総及び奇岩語読の島唄約海岸風景の範型を解説し?と大陸的

風景のXI:般と雄大さをとどめ.人 kをして風景撃術の箆tて鰯れしむるもD

がある。

斯るーツ葉混一帯を動物の生活環境として看る時は次の特異性を事げる

ととが出来る。

1、犬平洋と宮崎平野との間渉地帯陀して直鋭的?釘岸主主るとと‘

2、大淀川の河口に観〈汽水性入む:を主体とする陸水系を左すとと、

丸黒潮の影響圏内に位ナζ と、

依って以下営潰一帯に於て企固された研究業績を締括して研究者の参考

に供し大方の協力援助を得て後日本研究の完壁を期し度いと思ふ。常研究

を通Lて御指導を賜った北尾淳一郎博士に深甚の謝意を表し、向此の度同

好者の業績を蛮表するに首り各位の立場に於て鵠はれた多大の努力を明に

する弐第である。
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IIIU乳類

本:)l!if:の近ihHC7k揚する鯨にはコクヂラ‘ Rhachianectesglancus Cope 

セミクヂラ Balaenaglacialis Bonnaterreマツコウクヂラ Physeter

macracephalus Linne等あとが就中.利用憤値の鮪に於てマツカウク

， 

ー
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ヂラの右に出るものは友い。営ーツ葉混とは大淀河口友以て南揮する赤江

PIJ松崎泌岸に該鯨の民が漂着したのは昭和10年(1935) 4月29日の ζ とで

あった。体長は17米陀達し死後輩ヶ月を経過してゐた。斯る暖流産動物を

見受けると共に嘗ては(1929)寒流産のアシカ Zalophuslobatus Gray 

を河口たて捕獲されてゐる等は頗る興味深い。尚‘カマピレサカマグD仔

と思はしいものを1935年12月に主主取ったが之は蛍演にて極めて稀たもので

ある。
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鳥 類

太平洋のー外諒をえ主す本鮮の海岸紘は候鳥.旋鳥及び迷鳥の好目標と主主

り‘気候的の特異性は熱帯性乃至は南方系の多くの亙麗を産し叉、諜烏の

越冬地となって本州各地と異る鳥相を形成してゐる。宮崎市附近の鳥目録
( 1、 (16¥ 

は赤前提氏(1934)忙依り31科71種と して報ぜられた。業後筆者は1933，

2月ーツ葉績に連接する住吉村海岸に於て捕獲せるカツオドリ Sulaleu-

cogaster plotus (Forster)と1934、12月蹟瀬村海岸にて生取れるハクチ

ョウ Cygnusb己w;ckijankowski A1pheraky fL闘し恋表して熱帯性
'17 I 

或は寒帯't':tの鳥類が飛来混入する本!ぽ鳥相の特災性を明示し更陀筆者は19

37‘本校農業博物館花て lilif.の生物展開合Jを開催し蒐集せる鳥類標本中

より分布上特記すべきダイサギ Egrettaalba alba (Linnaeus) ペニパ

ト Oneopope1iatranqueharica humilis (Temminck)及びツルクヒナ
(12、

Gallicrex cinerea (Gmelin) iD3極を報じた。依って松浦疋夫氏(1938)

は既報赤司氏の自鈴陀43種を補記し、本l鉱産鳥類中より南方的5t:種として

キウシウサンショウクヒ‘カゴシマ Dジウカラ、ツシマヤマガラ、キウ・ン

ウゴジユウカラ‘キウシウエナガ.キウシウコゲラ、ナミエオホアカゲラ

カゴシマアヲゲラ.ヒザガカケス.ヲガサハラミソサザイ‘キウシウフク
(7) 

ロウ等11種を含むものと指摘した然るに菊地誠氏(1939)は特にーツ葉績

の鳥相を詳細陀観察調査して該地烏相闘録fL56種を穆げて其等種の生態に

鍋れ‘留鳥.諜鳥‘候鳥、放鳥に類別表示するを得た。向同氏は同年夏ハ

シポソミヅナギドリ Puffinus tenuirostris (Temminck)の漂着反体を

首償にて入手した f-l~ であった。
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蛇類及組類

温暖多雨の本臓の気候は~虫類llfZtc:雨棲類の生活に極めて釘仰の生活環

境と云ふべく加ふるに海岸地特有なる海俵蛇類の分布をも想へば本)¥Wの該
(:5) 

動物研究には多大の興味を感やるe本j院の蛇類目録として、既K筆者(1935)

が報じた， gpちーツ葉演一帯の海蛇はセグロウミヘピ Hydrusplatぽ us

(Linnaeus)エラプウミヘピ Laticaudasemifasciata (Reinward)の2種

にして後者は1935，住吉村海岸にて捕獲したもので南洋熱帯海に多いが暖

流直域にも分布し本勝沿岸で屡身長官へられてゐる。向悶B誌の Laticauda

laticaudatum を1932、8月の暴風雨後背急梅i孝氏於て生捕った。次に水謹

に棲息するクロマダラ Dinodonorientale (Hilgendorf)は南那珂郡大

島陀て筆者が採集せる健で此の苦言ム帯では未だ見出されていない。首演に

は6月頃アカウミガメ Carettaolivacea (Eschscholtz)が来って産卵す

るも@が多〈、 卵は食用に供せられてゐる。

魚類

宮崎腕の海岸鵠は概して単調なれ共、 j際北は細島以北並に青島以南陀於

て は多少の理化を現し.魚類に好誼~;棲息場所を輿へてゐる。殊に青島以

南の近海陀於ては暖泌1ffω魚類をとみIrc増し鵜戸IJlql~て到って漸く黒潮の影

響が明とt:I.る。叉、大i洋tて臨接する露め深海性魚、族の魚、躍も決して稀でな
¥ 18') 

〈、嘗て筆者(1932)が記したzヅウオ Plagiodusferoxは其著例でー

ツ葉海岸化運る住吉村海岸の引網陀掛ったものである。本!際魚、相を語る目

録として未だ完全のものを見ないが1938.5月188，同ヰl茂穂博士。来腕を

期とし宮崎高等農林容晃校及ぴ宮崎)¥採女子師範号車佼にて腕範閤陀蒐集せる魚

類標本に就いて指導を仰ぎE分布並tて形態上異色のEEを多数寄贈する機
舎を得た。 宮崎腕沿岸の裟類陀闘しては筆者. 四本疋秋氏及び大賀勉氏

(13) 

(1933)の背島岩破産に就いての調査の他はイ崎泰輔氏(1937)の調夜が
(2) 

見出され同氏は12種を報じ?と。叉、足悶都一氏(1939)はーツ葉入汀の陸

水動物の沿岸音r.群衆魚類を 3置と沖部若手衆魚類として淡水性 4種.海洋性

12種とを事げた。

蜘妹類

.， ， 
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宮崎!隊の蜘妹研究熱は迫年忙昂り1934営時宮崎高等農林敏校在験生.津

ロ由吉.王寺芸評寛、野中明石及び務藤五郎氏等相国って車本政i研究会を興し、

翌年(1935)畏くも行幸を仰ぎ奉り墜生成績品の一部とし揮口氏の名を

以てキムラグモ Heptalhelakimurai (Kishida)の分布並に皆集生態を

天覧l宅供し得たととは富・研究者諸氏の光柴に』とらや.同好者一向感滋深き

もりがあった。更に柴ゐる此の強舎が該研究伸展の一段階とえi:T迭に王寺
(25 "26) (6) 

氏C宮崎地方政l妹同銀の琵表を見るに重った。共後白甲錦氏に依り1938以

来前記諸氏の研~を摺承せんとするは誠に多とする鹿で同氏は既にーツ葉

砂丘地帯。腕妹として19種を鷺報した。

甲殻類

蝦及び蟹iて就いては1933二宮儀三郎氏(宮崎高農観物特議論文‘Vo1o

3、Noo 11) の青島に於ける調査に於て蝦 3種、 蟹19種を明にせるを~~矢

とし、業後本校裁物母尾署交安t亡於て標本整理に努め居りたる庫、偶k 酒井恒

氏 (1936)む来校を得て種同定上に多大の輩力を恭ふした。 23;ーツ葉海岸

に注ぐ河水の流域叉は耕地に接するー殺にはカクレガニ(クロベンケイガ

=) Sesarma dehaani Mo Edoward を髄産し.英れの利用K闘する近
~ 11) (37) 

藤俊誠氏。報告は脱原道街氏の水楼昆虫tr::於ける該調査.と相侯て養鶏家の

注目に慣するものがある。向 1937.9月tて高鍋町海岸tててタカア心ガエ

Macrocheira kaemferi de Haanを水揚したことや、 1938.ーツ葉海岸

の渚にて RemipesI'L濁する南方系蟹の採集せられた乙と等はーツ葉演の

中殻額五と考察する責と して重視すべきである。

貝類
(32) 

ーツ葉海岸の貝類は寺尾林氏(1933)が「ーツ葉直」なる一分布直に指

定して腹足類 2極と斧足類 6種を録し?と。業後(1935)天覧品としての貝

類を殿下汎〈採集せ免れた。 該標本整理には黒田徳米氏を煩し金氏の名に
イ14)

於て宮崎J滋彦貝類自鍬を出版する運び忙なったもので JohannJustus R-

ein以来‘えfi貌興一郎氏日野践氏‘筆者等の報告を総括補充してゐて新道

の好文献と友ってゐる。共の分割は北区(北部勝、境より細島港北腕に至る〉

中央直(細島港より青島北方力II江悶川河口に至る〉 南直 (中央区南限より
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都;lll!!IPrc至る〉有明g[C有明潟tて商せる海岸〉とし、 gpち「ツ葉海岸は中
9) 

央区に嵐せしめたのである。叉‘紳間態氏はーツ葉海岸を更に 4地区K直

分して調ー存症を進め53科 127種を将‘じ本海岸が鯨南部の鹿児島悪事より知られ

た分布{脅と!際北地方の北九州より知られたる分布相の間渉地帯として白特

色を明忙したc倫各地区の分布獄態は次の様である。

第H宣(大淀河口、開岸を含み南方に 500米)

北方に500米の河口砂滋地) ・1> 37仰 6種
第2直(第一直北限より砂庄の網小屋を含みi

一軒茶屋に至る悔岸鶴) ... ......1 

tf;} 31!lI C入江及び入江の開岸〉 …-…..5科 6種

第 4直(松林~含み 71\問に到る問) ・・0・…・・・11科25種

合計 53科 127撞

浮瀞生物
(31 ) 

Planh.i:onに関しては立野良一氏に依p宮崎J際近海の調査を企園せられ

ヨたの結果を明にした。

1 原生動物

1 備足虫類 6種

2 有限虫類 25./1 

3 浸液虫類 21.グ

2 腔腸劃物

1 花水母類 7// 

2 鉢71¥母類 4属

3 櫛71¥母類 3Q 

3 無環凶臨虫類

1 毛 顎類 約 5種

4 節足動物

1 楼脚英買 46種

2 葉脚類 5/.グ

3 斤形類 2腿

4 
a‘ 

" 
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4 裂脚類 2属

5 端脚類 2// 

5 皮重要類(原索動物)

1 有尾類 4種

2 サ}L-パ類 2島

6 各動物幼虫 22種類

7 ~魚類共他の卯 多種類

8 碓藻類

1 国心類 29種

2 羽 AA類 20グ
(2) 

最近足悶輝一氏は7.K回生物の生態験的研究を進め更陀ーツ葉海岸の其等

生物の群衆生態を究明して次の3種は南方系のものと指摘した。

サールスオナガミンデコ Diaphunosomasarsi 

カクトグヒロヲミヂンコ LeYdigiapropingua 

スカシグマミデシコ Moina dubia 

昆虫類

盟主主宮崎勝昆虫相に比して主主ーツ葉J毎岸は概して昆虫種数が僅少である

のは、砂丘地帯が大部を占有し植生陀乏しい事に起因ナるもD と云へやう o

以下各見虫目別に研究を概括して置さ度ぃ。
(30 ) 

革fi麹目=玉村不二男氏は歩行議科 Carabidaeのオサム ヨン亙科 Carabi-

naeとゴミムシ盟科 Harpalinaeとに分け、前illifJトを4脇11種.後亜科を

13濁61種に載録した。
(7) 

叉帆足準之助氏(1939)は本海岸を次の 3N[f'C分割j調益した。

~l 直=松林以来の砂丘地帯

第2s'[=松林地帯

第 3直=西端小川附近の耕地及び雑木林

業の結果‘概して植物の多い第 3匿には他物食者が多〈、第ヌ直及び第 1

~t亡移行するに従ひÍ'ìfi物食者を減じ肉食性昆虫を増すものと述ぺtc. 国民

抹集昆虫ば次の16科48種で・あった。
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グンゴラウ手;ト Dytiscidae 2種

ガムシ不十 Hydrophi1idae Lグ

コガシラミヅムシ科 Ha1iplidae 1d 

ミヅスマ予科 Gyrinidae 21/ 

ハンメウf;.+ Cicindelidae 7，グ

コガネムシ科 Scarab酔idae 12 ，/ 

テシトウムシf;;ト Coccinell idae 41/ 

ハムシ科 Chrysomelidae 4 '/ 

カミキリムシ科 Ceramdycidae 31/ 

ザウムシ手;ト Curculionidoe 

オサムシ手2ト Carabidae 3"， 

ヨメツキムシ手;~ Elateridae 1// 

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae 1 1/ 

クチキムシ科 Cistelidae 11/ 

ハムシダマシ科 Lagriidae 11/ 

ハネカクシ科 Staphylinidae 41/ 
(28) 

双麹類=双麹自に闘する詳細iの調査は見ぬが佐藤主基男氏(1936)は営

地方K蚊の多きに着眼して蚊の幼虫卸ち矛矛の塩水抵抗性の研究を企て

0，5.%以下の|晦7l<tてて蚊蛮生C可能性あるを逮ぺ更に海風並に陸風i乞依り

外地より謡ばれヲ~るもの多奪を附言した。

膜麹類=西木正治氏(1935、宮崎高農特詩論文 Vo1.5， No， 17)は住
(33) 

吉村に於けるキオピペツカフの生態的観察を報じた、業後近木英哉氏(19

39)は宮崎鯨蜂類目録の一部ドパチ科 Scoliidaeの中にて首瀦産の種とし

てオホモシツチバチ Scoliajaponica smith及びヒメハラナガツチパチ

Ca:tppsomeris annulata (Fabrtciu心配記した。
(20)(22) 

鱗麹目 =f6~<本牒Eをの記長類に閲しては筆者‘王寺率寛並f'1:白水隆雨氏。
く27) (35) 
報告があるが海岸にはさ案外僅少である。文蛾類にては山口!日i氏の報告を見

(34) 

たのみであっ?坊と最近‘徳永信八郎氏(1939)は営海岸の採築物を整理し

て2盟国， 14f;.ヰ、 50障に分類し他の平地Ir:比しして種顕個体数.共に少き

.. ‘ 

，.， 
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ものとした。

直麹類=直麹類tL関して王寺幸寛氏 (1937‘Bull.Miyazaki CoIl. 

Agr. For. Nr.9)は九州産コホロギ科30種を載げてゐるが営海岸の其等
(4) 

tて就いては麻生四郎氏陀依り 7科24種とし、コホロギ科は6種を記録した口

鯖姶目=宮崎腕産時蛤回は佐保護氏 (193)に依る都妓地方む見虫目録

tc於て 科 種を見たが業後1938、8月朝比奈正二郎氏の来臓

に依り該研究方面に一段の光明を見出すに至った。水谷一之氏(1937)は
(8) 

住吉村氏於ける時蛤自の護生期を調査し‘井之口希秀氏 (1939)は共の第

一報tて於て~o分類を行った。

ヤンマ科 Aeschnidae. 

2186耳1種種薗萱F】( 4事~47種トシボ手:十 L ibe 11 ulidae 

カハトシボ手;十 Calopterygidae 

イトトシポ手;十 Agrionidae 

等麹目=常海岸には防風防潮のクロマツ林があって北方に遠(101豆余も

続いてゐあ。此の松林t乞イヘシロアリの被害彩しし途tてはーツ葉稲荷紳

I仕の駐殿迄で食客するの有様ーである。嘗て 1933‘5月11日常時林業試験場

技師矢野宗幹氏が来牒‘現地に於て該虫の食性調蒼.を行ひ筆者も調査質施

に参加したのであった。卸ち被.害樹への食害 トシネルを辿って根部より 2

米程‘離れた砂中に直何 40crtl内外‘長さ 60cm内外‘の巣を鷲見し共の

周闘に 1定距離，扮数種の樹種を異にする木片(陥;煉瓦大〉を並列塩忠彦、する

とと 1ヶ年後輩掘観察したるE昼食害のj設大なるはクロマツ材‘最少なるは

そツコク材であった。

以上の諸研究は主として個体生態接的見地より企固された動物理裂の業績

であったが更に綜合的或は全体的研究法陀準やる群衆生態観的研究に至つ
(Hi I 

ては未だ僅少と云ふ他は・泣い。今業等に就いて見るに黒問善隆氏(1935) 
(29 ) 

の7主'崎市附近に於ける湖沼の昆虫相の調査を初とし高島問政欝氏(1936) 

のヌL島昆虫相の研究は未だ該研究分野に業績の少い昔時としては注目に慣
く2)

するものがあった。然る陀足同時一氏 (1939)のーツ葉蔀附近の陸水量物

の研究は一段と体系付けられたもので常地直を.入江、河川、儲水t亡分け
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入江は之を生態愚~i'~t亡沿岸部 Zittoralregion深底部 Profur，ldalregiuIl 

沖部 Pelョgicregionの三部とし、各部の群衆相を簡明した後各種の閥櫛

生態に言及した。叉全作11月8日に動物製特別講義及質験受講生一同陀"t:
¥3、

行ったーツ葉海岸昆虫の分布t亡閲する質験は只一回の結果に過ぎないにし

ても其方面のー傾向を窺ふ資料として蓑闘さるべく今後の群衆生態署長的研

究に寄輿する慮は砂く泣いと信歩る。

皿要 結

1 ーツ葉蹟c動物奇異的調査並陀研究は1932年(昭和7年)頃より企及せ

られ、分類接的報告にて始P、其後生態接的研究を多出し.個体生態的よ

り群衆生態的の研究態度に進出しつつあるが未だ路間動物謬的業績は僅少

である。

2 本腕 Faunaが醤北区系統帥ち北方系動物が主体となり.之れに東洋

直系統帥ち南方系動物を交雑してゐる事質はーツ葉演の FaunaI'L於て

も肯定し得る。

3 嘗涜一帯にて採集された主友る南方系動物は次の如〈である。

マツカウクヂラ(屍体) Physeter macrocephalus 

カツオドリ Sula leucogaster plotus 

ェラプウミへピ Laticauda semifasciata 

Latcauda laticaudatum。
rカメ(-VJJ..， カ) Psamoperca waigiensis 

クロノ、ギ Hepatus fuliginosus 

ニシキペラ Thalassoma cupido 

Remipes sp. 

サールスオナガミデンコ Diaphunosoma. sarsi 

カグトグヒロヲミデンコ ZeYdigia propingua 

スカシグマミヂンコ Moina dubia 

スマトラハシメウ Cicindela sumatrensis 

スデモシシロヒトリ Spilosoma rhodophila 

" 
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4 叉北方系動物中氏於ても外肴i上特記すべきものとしてアシカ Zalop-

. hus lobatusである。

5 深海性動物C捕蕗されたものlてはミヅウォ Plagiodusferoxタカア

シガェ(高鍋t!・1岸l乞て水揚)Macrotneira kaemfer-i等がある。

6 ーツ葉詣の昆虫相は汀よ P農耕地陀到る間‘動物食者より植物食者へ

と推診して一定の71<千的分布を示すが其等の種数は飴り多く友い。

7 外海K商ずる昔話陀於て水揚される有月j魚、族はヨえの種である。

マアジ Trachurus japonicus 

マイワシ Sardinia melanostic匂

タチウオ Trichiurus japonicus 

サワラ Scomberomorus niphonius 

ホンサパ Scomber japonicus 

マェソ Saurida argyrophan0s 

アオカマス Sphyraena nigripinnis 

8 入汀一帯tて能産ナるカクレガェ(クロペシケイ }l=) Sesarma deha-

aniは其の利用を顧られなかったが家禽飼料として有効に使用し得るも

のである。
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ーツ葉遣附近の陸水動物に就て

(ーツ薬漬生物の研究 第一報〉

農三足 ，田輝

1、序

宮崎リンネ合ーツ葉混生物に閲する共同研究の一部として、約一ヶ年中

調査した結果護表しようと思ふが‘特に多忙なりし此の一ヶ年では到底充

分主主採集調寄をなし得守、不完全ながらーまづ此庭に纏めてみた次第であ

る。故t亡、之等ーツ葉蹟附近の陸71<動物相i念、今後同好の士の手により大

いに覚明されねば友らぬ。倫、材料の際集た首つては、塁悪友帆足準之助、

近木英哉、池間誠、清山義美等の諸君の協力を得た。記して感謝の意を表

する次第でああ。

ーツ葉潰附近の陸水i念、主として汽水性の入江を中心とした河川、池

沼‘小瀦71<等である。之等に就いて以下連ぺる。尚.文献の不備より種名

決定上の誤謬は売れ無いと思ふD 先輩諸兄の御叱正により、今後の研究に

f寺つものである。

2、入江

大淀川口の北部に護謹した砂開花閉まれた部分で、南北約4Km陀詰・

り‘ 最大幅は500m位である。水深は上七校的一様で3m位である。底部は

次色の泥である。水は牛麟71<で、奥部の71<では比重が約1.003俗であった

が.江口部では塩分はより高くなるであらうと想像される。

此の入江に於ける汽71<群衆は.民汽71<性のもの、淡水性のもの‘梅洋性

のもの、 等が混在し、相首t亡複雑な動物相を呈してゐるが、 之?e生態接的

に大別すると.市岸部 Littoralregion.深底部 Profundalregion‘沖

昔sPelagicregionの三部の群衆とする事が同来る。

A、沿岸部群衆

.沿岸部は.大たいに砂演乃至砂泥演で、 奥部に於てはシチトウヰCype-

'‘・、，
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rus m:ala.ccensi:s. ヨシ Phoragmites.1ongivalius 等が生じ、共の他の

地帯は大たい にョシ .シホ 7マCarexseabitoliaが潮間帯を占めてゐ

る。偽之等の植物幣I'C続いてアマモ Zosteramar inaの生育せる個所も

あるc此の地帯の群衆は、大部分此の縞物叢中lて棲息するが、之等植物の

護育せね砂漠にも若干の群衆を見る。此の地帯tて棲息する魚類は、何*.1も
小形のもので、トピハゼ Periophthalmuscantonensiss (t;l:水面上を飛ぴ

廻り干上った砂上も躍ねながら運動ずる等奇観を呈してゐる。叉ヌジハゼ

Rhinogobius vin~atulus， コトヒキ Therapon jarbaの稚魚等が、敏速

に之等の叢聞を掛泳し、叉砂上に静止してゐる。入江の最奥部は、特陀淡

水性のものが問現し、トノサマガへル Rananigromaculata g更はアメ

シボ Aguariusp;1l1udum等が稀に気られる。之等の潮間帯の砂上に

は、叉若干の軟体動物が棲息、してゐる。奥部の水深15αn以内の所では‘

カハニナ Melanoideslibertinaが砂上に多数初旬し .iO辛ー帯l乞豆つて

は‘カハザンセウガヒ Assimineajaponicaの如き徴小貝類はヨシの藍

上に登れ砂表iてはコメプガヒ Acleocinainsignis，カハ=ナの一種 IM-

elanoides sp.等が波t亡さらされつ L生活し、柏砂中にはニホンシず ミc-
orbicula japonica nippnensisが棲息する。筒、之等の砂上、或はヨシ

の霊上陀政.クサイロカノコガヒ Smaragdierangiana pueIIa等も見ら

れる。節足動物としては、アンノ、ラガ Heli-cetridens tridensがヨシ

群叢の中に生活する。ヨシ帯fて観〈干潮故附近の砂iJE帯l亡は‘コメツキガ

ニ Scopimeraglobosa，メガネガニ Tympanomeruspusillus等の蟹が

多数穴居して生活し‘干潮時にはー荊に砂上I'C現れ、鮒脚を上下K動かし

たり.叉は脚で1]、砂粒を丸めたりして居る。向十脚類中のスナガェ Ocy-

poda stimpsoniは‘ 沿岸を去った砂丘上従生活する。砂泥中には‘ゴカ ・

イ Nereisjaponicaが産する。術‘ 此の打線附近に徴小友るミヅギハゴ

ミムシの一種 Bembidionsp.の如き好住者性昆虫も見られる。

B ‘深底部群衆

入江は水深比較的・底〈、大干潮時には殆んど今ぽ近きまで干上る。底質

は次黒色乃至衣褐色の砂底で.此の中に生活する群衆は比較的少い。軟体
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動物が大部分を占めるが‘何れも沿岸幣陀見られるものでわる。f!nちコメ
ツプガヒが最も多く 、グサイロカノコガヒ‘ニホンシ f ミ等も見られる。

向ほ.端脚類のものが二種採集された。何れもトピムシの類で、 Pseu-

docrangonix及び Drchestia陀夫身近いものであらうと思はれるが.種

名は判明し友い。此の部分の群衆は‘特tt.調夜が粗であるから、今後の研

究に待つ所が多い。

C 、沖音jl群衆

此の部分の群衆が‘此U汽水若手衆の大停を占め、叉経隣的にも重要なる

漁獲物となる所のものである。此の沖部群衆は、水中iモ浮訴してゐる動物

群卸ち Planktonと.水中を自由に櫛泳する動物群卸ち Nekton とに分

ける事が出来る。

ーツ葉汽水の Planktonは、植物としては珪藻を主とした Bacilli1rial-

es planktonと.動物としてはは控脚類を主とした Copepodaplantkton 

より成ってゐる。之等を更に異なった見地より見れば.淡水性の Limn-

o planktonと‘活悔性のNeriticplanktonとの混靖たる汽水性 plankt-

on即ち Hyphalmyroplanktonであれ其の71¥千的分布は塩分の差に よ

り、江奥部では Limnoplanktonの傾向が強く.江口部に至つては次第K

Meritic planktonへと推移してゐるのである。術.汽水の Plankton([) 

外に、注入する小川より入る淡水の Planktonも混在してゐる筈である。

今、之等の Planktonを江奥部と江口部とに於て見ると、其の著しい推移

が見られる。即ち、江奥部に於けるものは‘珪諜類としては Biddutphia

sp.が大卒を占めて、之は叉金 Plankton中tとても多数を占めてゐる。接

脚類では CycIopssp.が最も多〈 、共の他 PseudodiaptOlτlUSjaponic-

us，Limnocalanus sinensi s等の如き好汽水性のものが見られる。此の外

Harpacticus sp， Sdomene sp.の如きも見られる。筒、ウミヒラカヒミヂシ

コ Pontocyprispiriferaも中間部に見られたコ技l肉l類以外の動物は甚だ

少し CeratiumhirdinelIa，カメノコウワム シ Anuraeacochlearis環 '

形動物幼生.の如きが僅/1(見られるに過ぎね。江口部陀於ける植物性 Pla

nktonは.珪藻の Chaetocerassp・が主要部分と友つてゐる。接脚類で

可
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は、 Paracalanusparvus， Limno回Ianussinensis， Oiltona sp， Oncaea 

sp， Harpaltieus sp，等が見られ、‘沿海性のものも現れてゐる。尚段、端

脚類の一種‘或はイポソコカヒミヂシコ Cythereisconvexa等の甲殻額

も見られる。 原生動物も若干見られるが、Ceratiumtripos ([)如き海洋

性のものと、 Ceratiumhirdinella， Arc1l1a vulgaris等の淡水性のもの

とが相混じて護見された。

Nekton としての魚類にも淡水性のものと、 海洋性のものとが混在して

ゐる。淡水性のものとしては、ナマズ Parasilurusasotus，コイ Cyprin-

us carpio，フナ Carassiusauratus，ウナギ AnguiIIajaponi回等を~

し、此の外海洋性乃至は汽水性の，ものは甚だ多い。以下述べる魚類名の

( )内陀あるものは常地方の方言である。ポラ Mugilcephalus (うく

ら〉は‘話!.!獲物中のJ6E大を占めらて賞地方の食臓を賑すものであるが‘之

は仔魚、より成長するにつれて、しらうを‘つくら、十ぽ、~ら、と方言が

鑓化してゐる。シマイサギ Theraponoxyrhynchus (しまだら入クログ

ヒ Saporusmacrocephalus (ちんλ サツパ Sardinel1aazunsi (との

しろ〉、ヒイヲキ Leiognuthusargenteum (ひえばλ ギンカ'メアジ C-

aranx flavocoeruleus (は友たれえば)、カグクチ Engraulisjaponica 

c7とれくち)、 クロサギ 6erresoyena (まからλ アカメ Psamoperca 

waigiensis (まるか)‘ 等も漁獲ーされるのである。之等の外.稀陀イシガ

キグヒ Oplegnathuspunctatus，イシグヒ Oplegnatusfasciathus，クロ

ノ、ギ Hepatusfuliginosus等も産ーする。之等の魚類陀は、南日本特有の

ものが多いが、特にアカメ、クロハギ等は、熱帯性の魚類である。之等白

羽l[遣は‘主として投網によって行はれ、共の他竹笠 (うたて〉‘ 鰻J蓋E号、

一種の鰻取法(ぽつぷ)、 釣等によるのである。向、 クマエピ Penaeus

semisulcatusも漁獲される。

3、河・川

ーツ葉滋附近の主主主る河川は、江口部を抱する大淀川及び通稿五鹿橋下

を流れる;J、Jflである。

， 
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大淀川に於ける PlanktonとLては次の綴主主ものが見られる。

原生動物

Centropyxis aculeata 

Pseudodifflugia helix 

Pandorina morum 

Peridinium tabulatum 

Dactylosphaerium globulus 

Frontonia acumiri.ata 

輪形動物

Euchlanis dilatata ノ、ォリワム以

Monostyla Iunaris ツキガタェナガワムシ

DiureIla tigris フダヲワムシ

Brachionus pala ヴボワムシ

節足動物

Bosminopsis deitersi ゾウミヂシコモドキ

Alona rectangula コシカクミヂシコ

Harpacticidae の一種

Tanypus sp. ユスリカモドキ幼虫

以上が担物性のものであるが、織物性 Plankton としては.徴小ゑる

珪藻類が大部分である。

五原橋下の小Jflにては‘其の川口附近は汽水と殆んど鑓らね。川底に

は、カハニナ‘=ホシシマミ等をEをす。灯錦附近tとはトピハセ'が棲息し‘

叉コメツキガニ等も穴居してゐる。此の川tL於ける Plankton は次の様

なもの‘εある。

原生動物

Difflugia giobulus 

Arcella vulgaris 

Anomalina sp. 

輪形動物

" 

， 

d 

J 

. -



Euchlanis dilatata .T、ォリワムシ

Rotifer vu1garis ヒルガグワムシ

' 節足蹴物

CYclops sp. 

Pseudodiaptom us j aporiicus 

Harpacticidaeの一種.

Miracia sp. 

Alona sp. 

Notodromas monacha マルカヒミヂンコ

4、j猪7J'¥
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汽71¥.附近は揚地が多く 、ヨひ群叢て被はれたIJ、瀦71¥が諸所にあ否。之等

の中、汽71¥1'(接近せるものは.一種の Tidepool と見られるもので、汽

水の沿岸群衆と共通してゐる。即ち、カハザンセウガヒ、カハニナの一

種、スジハゼ‘アンハラガニ等を含んでゐる。尚之等のノj、部71¥I'Cは.汽7K

を離れるとアシハラガ=に代ってクロペンケイガェ Sesamadehoaniが

出現する。稀に、シホマネキ Ucaarcuataも見られる。 Planktonとし

ては、 CyclopsSp.， Limnocalanus sinensis，トピヒアヲミヂンコの一

種 LeYdigiasp等が見られるc

筒‘周期的瀦171¥として71¥問がある。 ーツ葉附近の水田は、特に動物相が

特呉で、 動物地理事上にも注目すぺき極を産する。71¥悶の動物相としては

F 次の如含ものが見られる。ク ロペンケイガェは多敢に水圧i内に生活してゐ

る。昆虫類では.コマツムシ Anisopsgenjiが最も多く、之に次ぐもの

はチピミ ヅムシ Micronectasedulaである。此の内ユスリカモドキ幼虫

TanYP us Sp.等iJ:見られる。 71¥底にはェラ ミ、ズ BranchiuraSp.が多

数J安息し.その偶者とゆらめかしてゐる。 Plankton としては‘次の様なも

のが見られた。

原生動物

ArcelIa vuIgaris 

• 
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Difflugia globulus 

V orticella campanula 

Epistylis sp. ユスリカモド=に着生。

Epistylis branchioPYla タマミヂシコに着生してゐる。

輪形動物

Concbilus hippocrepis 

Brachionus bakeri グマミヂエコに着生してゐるが、新る事は珍し

ν、。

節足動物

Moina dubia スカシグマミデンコ

Leydigia proping国 カクトケヒロヲミヂンコ

Tlyocryptus sordidus フトヲケプミヂンコ

Diaphunosoma sarsi サールスヲナガミヂンコ

Notodromas monacha マルカヒミヂシコ

He!rpetocypris intermedia ナガカヒミデンコ

CYclops Leuckartii 

之等の中、スカシタマミヂンコは現在まで1'1:蓋潤‘アフリカ、オーストラ

リア、ジヤパ、ドイツ等fL~E.録され、ヵク ト ゲヒロ.ヲミヂンコは . 2Z潤中

南部、スマトラ、アフリカ陀て知られ、サールスヲナガミデンコも亦事i笥

中南部、マレイ、南支那t亡て記iPJ:され.何れも熱帯系のミヂンコと見られ

るもので.之等の極を鷲見した事は‘首地方の生物地理製上の特異性を司史

に明瞭ならしめるものと信じられる。之等の諸種は‘ ヌド;邦内地米記紘であ

った。筒、 I愉形動物の COI)，chilushippocrepisも珍しき種で、群体を作

る事は、C.volvox fL類似してゐるが、群休は!!!Iて大左る 椅固形で、長

縄2~mtL謹し、水中を自由K瀞泳しつ L ある様子は、あたかも Zeppelin

の夫に似て寄翻である。更に此の種の群休内には、 Euglenasp.と、繊毛

虫の一種が共生してゐるG 宮下義信氏れ Megalotrochasp. として報じ

たものは.恐らく此の種であらう。之等の種の同定は、京都帝大上!l，lf益三

博士の乎を煩した事を記して、感謝を捧げる次第である。

U 
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向.此の他十亡、トノサマガヘル、ツチガヘル、メダカ AplocheilusIa-

tipes，マメガムシ Regimbartiaprofunda等も見られるE

5、摘要

1.ーツ葉潰に於ける陸水系は、汽7k性の入江を主とし、大淀川、ーツ

葉小川、小瀦水、 7K同等より成立してゐる。

2、入江の生物は、淡水性のものと、海洋性のものとが混在し‘之等の

分布は水平的tr:推移してゐる。

3.入江の動物群衆を、沿岸部群衆‘深底部群衆‘沖部群衆と大別す

る。深底部群衆は最も少く、沖部群衆、特に Nekton は漁業的債

値のあるものが多い。

ム河II[‘ノj、椀l.kr亡は、夫々各種の動物群衆を有してゐるが、特に注目

すべきは水田の動物相で・ある。

ム動物地理署耳上、熱帯性のものとして注目すべき動物は‘汽7kK於け

るクロハギ、水聞に於けるスカシグマミヂンコ、カクトグヒロヲミ

ヂンコ‘サールスヲナガミヂンコ等である。 28. Nov. 1938. 
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ーツ葉 i賓の鳥類

(ーツ葉演生物の研究第二報)

農三菊 池 誠

緒言

ーツ葉海岸の生物綜合的調査の一部として筆者は鳥類の翻察調査を行っ

た。此の調~Eの詳細は動物特別講義論文に執筆する強定であり.且つ紙撤

の闘係及び調査の未了等の関係でと.1.tてはその概要を護表するに止める。

本調査tて於けるーツ葉の鈍閣は通常世人の稿する直域を観察の主針象と

したのは勿論であるが、その他や L観察範固を陵げて南方は河口附近、西

方は松林西側を流れる小JI[等も含め、そとで目穆せる鳥類もカ11へであるc

調夜方法は簡車な望遠鏡を使用し、或は肉眼の観察で自身翻祭目撃せる

ものを主とし之陀他の人々の敬示にあづかった種の中確質と思はれるもC

も附加lしてある C 調査時日は本年1月より11月まで、その中冬季の腕祭は

不充分である。

捕獲せるものでは念く、視察のみで行った調査ではあれ調査時日の飽

き事、調査日教もあまり多ぐはなく、且つ確質it.るもののみを上げたので

猫との上多数の鳥類が却lへられる事と思ふ。その主棲息地帯たる河口附近
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の調主主が不充分で、あり‘種名の確定陀困難左る犬型鳥類に於ては特陀不充

分と思ふのであ否。

猶 ζ白後同好合諸氏により本調査の誤謬を訂正し多くの鳥類を附加されん

ととを熱祭ずるものである。

狛本調官f~行ふに首 p 種々御華北示下さった中島茂先生、遠山利一氏及び色

々と援助された農三動物特講聴講の諸氏に感謝の意を表する次第である。

1、分類日銭

Passeres 燕雀目

からす(鵜)科 Corvidae 

1、 ノ、シプトガラス C01・vnscorol1oi des japonensis B. 

2、 ノ、シポソガラス Corvus corone inter・'positusLaubmonn 

む(ざり (椋鳥)科 Sturnidae

3、 ムク I，'!J Spodiopsar cineraceus (Temminck) 

4、 コムク F'9 Sturnia violacea (Boddaert) 

す Y め ( 雀) 科 Fr九升可'r巾.

5久、 コガ Jρ、ラヒブ Cαh削1叫10αriおss釘11以1討icann立1111加1口10αr(Temminck &.Schlegel) 

6、 スマメ Passer mon土anussaturat凶 (Stejneyer)

7、ホホジロ Emberi ja cioides ciopsis (Bonaparte) 
8、 ミヤマホホジロ Emberija elegons elegons (Temminck) 

9、カジラダカ Embe山 arustica (Pallas) 
ひばり Alavclidae 

10、ヒ /'.!J AJ avda arve凶 sjapo山 a(T emminch & Schlege 1 ) 

せきれい(鶴鵠)科 Motacilidae 

11、タヒバリ Anthusspinoletta japonicω(Temm. & Schlegel) 

J2、キセキ νイ Calobates cinereus caspicus (Gmelin) 

]3、セクグ.ロセキレイ 肘Mota抗ねcillaalbコag悶

]川4、Jρ、グセキ νイ Mo叫ta抗CI山lla2.1均り加a1川uge出 (Ki比ttli包z)
めじろ(繍眼児)科 Zosteropidae

15、メジロ Zosteropspalpebrosa japonicus (Femminck & Schlegel) 
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しじふがら(四十雀〉科 Pal吋ae

16、カプシマシジアガラ Zosterops palpebrosa (Temminck.&ー

Schlegel) 

17、エ，ナ;Jl Acgithalos cauclatus trivi rgatus (Tenuu.&.SchJ..) 

も す・(員鳥〉科 Laniidae 

18、モズ Lani凶 bucephalus b山 ephalus(Tern肌 &.Sch1.)

ひょぜり (車事〉寺ヰ Brachygpodiclae 

19、ヒヨドリ Microscelis omaurotis amaurotis (Temm.) 

うぐひす(鷺)科 Bylvidae 

20、クグヒス Horornis cantans contans (Temm.&.Schl.) 

21、コムシクヒ Acanthopneuste lorealis borealis (Bclast凶)

22、センダイムジグヒ Aconthopneuste occipitalis coronata 

(Tenninck & Schleyel) 

23、セツ力 Cisticola j uncides brullniceps (Tenxm & .Scheり

つぐみ(糊〉科 Turaidae 

24、ツグミ FL吋 useunomus (Temminck) 

25、シロ同ラ TL吋 uspalic1 us (Gmelil1) 

26、ジヤクピタキ Phoenic町田 auro日 us(Pallas) 

つばめ(燕〉科 Hirunc1inidae

27、ツバメ Hirunclo r凶 ticagutturalis (Scopoli) 

28、 コジアカツノバfメ I日-lir印u叩I江ncloclouri比can匂ale悶 s(Hoc1gson 

雨燕目 (OYPSELIり) 

あまつばめ(雨燕〉科 Micropoclidoe

29、アマツバメ Micropus pacificus pacifieus L. 

議翠目 HALOYONES 

ひすゐ(薪翠科)Alcedinic1ae 

30、カワセミ Alcedo atthis japonica Bonaparte. 

啄木鳥目 Pici 

む

.， . 
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きつ〉き(啄木鳥〉科 Picidae 

31、キクジラコグラ Dryobates kizuki sp. (Kuroda) 

長嶋目 STRIGES 

ふパろう， (臭騒)科 Strigidae

32、アヲバグク Ninox scutulata SCl巾llata(Raffles) 

鷲鷹目 ACCIPITRES 

わしたか(鷲鷹〉科 .Falconidae 

33、サシバ Butastur indicllS (Gone lin) 

34、トピ MilvllS1ineatlls lIlleatlls (Gray) 

・ 35、ノスリ Buteo bllteo japOl巾US(Temm. & Schel.) 

みさご(号島〉科 Pandionidae 

36、 ミサコ・ Pardiol1 haliaetus haliaetus LU1l1e. 

鶴鷺目 Gressores 

さぎ(鷺)科 Ar・dea

37、チクサギ Egretta intermedia intermedia (Wayler) 

88、コサギ Egretta garzetta garzetta (Linnaeus) 

89、ゴヰサギ Nycticorox nycticorax nycticarx (LinllaeUS) 

雁鴨目 Anseres 

がんあふ(雁鴨)科 Anatieae

40、スズガモ Nyroc臼amoαrι-

41、キンクロ Jρ、ジロ Nyroca fuligula (Linnaeus) 

42、カノVガモ Anas poecilorhyncha zono山yncha(Swinhoe) 

管鼻目 Tulコl11ares

みづなぎどり(水凪鳥)科 Puffinidae 

48、 J、ジポジミグナキ vリ PuffinllS tenuirostris tenuirostris 

(Tlmminck) 

阿比目 PYGOPODES 

25 
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かいつよち(鷲鵬〉科 Podicipidae

44カイヅプ 9 Podiceps ruficollis japonicus Hartert. 

鳩鵠目 COLUMBAE 

はと(鳩儲〉科 Columbidae

45キヂバト Streptopelia orientalis orientalis (datham) 

鵡目 himicolae

しぎ(古島〉科 Scolopacidae

46イツシギ Fringa hypoleucos (hinnaeus) 

47 トタネン Pisobia minuta rvficollis (Pallas) 

48グイシヤグジギ Numenius arquatus lineatus Cuvier. 

49タシギ Capella gallinago raddei (But町 lin)

50オホジギ Ditehratias hardwickii (Gray) 

もどり(千鳥)科 Charadriidae 

51コチ V9 Charadrius dubius coronicus geme. 

52シロチ]:， Charadri凶 alexandrinus dealbatω(Swi油oe)

鴎目 L企RI

かもめ(鴎)科 Hariclae

53コアジアジ Sterna albifrons sinensis Gmeiin 

54セク・ロカモメ harus argentatus vegae Pcclmen 

鶴目 ALECTORIDES

〈ひな(秩鶏〉科 Rallidae

55 ...，" :/ Gallinula chloropus indidus Blyth 

56オホ...，.:/ Fulica atra atra hinnaeus 

次に以上の鳥類を科別陀表記し、その留鳥、諜鳥、候鳥、放鳥‘迷烏を

示せば第一表の如くなる。

e 
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第一表

日 宮j孫
ーツ 業

Order 目 Fami1y 科

i i :悶;J1淵ず
Passere5 燕'I'fCorvidae ~ 32 412 2 2 

Strridae 椋鳥 5 2 2 

Fl'ingilli-
雀 66 10 

dea 
21 1 2 51 2 5 

A1andidae 空~有 "ði 12 

Motacill-鶴偽 19 
iclae 

4 21 2 4 

Z05tel'opi-
dae 

議Il限見 12 

Par・idae
四十雀 47 3 2 2 

Lniidae 

Lauiidac JV.J 9 2 

Br九chypo-
鵠 18 

1 iclae 

日ylviidne 守宮 43 7 111I 1 4 3 

Tnrdiclae 東島 46 9 3 3 

Biruudin-
?民 10 iclぇe

2 2 2 6 

Cypselli 雨~ Micropod2.c 雨~ 4 

Halcyone5 鶏翠
Alcediui-

務懇 8 3 2 
clac 

Pici 陸軍木鳥 Piciclne 啄木鳥 44 3 2 

Striges 袋 E島Strigiclno 占義 政 39 4 3 j， 

A ccipi tl'iB 鷲!際 Fnlco口iclaer.e鷹 13 コ 111 3 2 

1'al1clioui-
号鳥 2 4 

clae 

Gre5S0res 鶴量ZArcleiche 
21 7 3 16 

~ 

Ausere8 R震鴨 Anatieae 雁 鴨
48 19 2 3 

Tt1hiual'e~ 管』込 Pubbiuitlne 水此a鳥 12 2 
， 

Podicipi-
PygoPocles 阿比 Clae 活路 10 2 

Colnmbae 対応 Colnmbidae 鳩偽 21 4 3 

himicolae ul 
8colopac-

福宮 2 3 idae 46 6 5 

Chal'、cll'ii-
千 鳥 18 

dae 
4 111 2 2 

Lllri E島 Lal'iclae 臨 27 4 111 21 1 2 

Alectol'ide8 護鳥 R..l1iclae 秋葉216 6 11 1 4 

Galli 級事島
Pl1:l8taui-

総 18 3 3 
c]:，ρ 
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人 出現の可能性ある鳥類

前詑回路に主Eぺ主主かったもので‘猶棲息してゐると思はれる麗‘及び出

現するととがあるかも知れ友いと思はれる種を上げると次の如きものであ

る。

(1)陸鳥。四分松林や、その中の漉木に現れると思はれるもむ。ミヤマ

カラス‘ヒウガカケス、ヤマガラ、ヒレシジヤク‘コサメピタキ‘アカ

ハラ、キウシウフクロウ.オホコノハヅク、ハヤプサ、ウヅラ。

(2)海水鳥及水遊の鳥。青島‘赤江、蹟源等の海岸やその他宮崎市附近

の池沼‘水謹等tて出現するもので一つ葉の入江、河口附近‘西川。

小川等に現れると思はれるものである。イジヒヨド 11，ヤマセミ‘

アカセウピン、グイサギ‘アヲサギ、アマサギ、サ、ゴヰ、ヨシゴ

ヰ、サシカノゴ牛、ミゾゴヰ‘ アイサ類、ヒドリガモ、コガモ‘シ

マア ~l トモヱ ガモその他のJIJ品願、ハ グ テウ、ウミ歩、ハジロカイ

ツプ守、ヤマシギ、グマシギ、ダイゼン、タグリ、クヒナ.ヒクヒ

ナ‘ツルクヒナ。

2、 留鳥、漂鳥、候鳥、雄鳥による分類

一つ葉の鳥類の出現J伏態‘棲息段、棲息地域を 、留鳥、候鳥等の

分類により示せば第二表より第六表の如くなる。棲息、勤は多、普

通、少.稀の順序である。とれは主槻的の瞬間的印象を元としたも

ので、科'"的fと絶岱JにEしいとは去へ主主い。 桜息放を科的に表 さん

としてゐるのが TheBird Census Workである。自分もーツ棄

の鳥類について、 Completindividual Census及び S配 tionaI

Censusを行って見たが、 未だ不充分で、渡表するには到らない。次

に留鳥.漂鳥等の決定はーツ葉c如く狭い部分的の土地で論じても

無理であるから池宮に自分の考へで決定した。

*f'C以上の鳥類を科別tて表記しその留鳥，漂烏，候鳥，放鳥，迷烏を示せば

第二表。如くなる。

D 

3 
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第二差益 溜 鳥
一
出
一

ι
弔森山午(;〉|緩息帯 制B 考ー科問

問
帯
刷
出

Hi 名

l君主 後か らす ノ、i/7'干グラメ Jm.=.棲息、 +1+ +1+ 主事 {!I 松林.砂原、海岸

2 ノ、シポ Yヵ・ラユ " +1+ +1+ " " " 
3 すずめ コカノ、ラヒク " +1+ +1+ 多 多 松 林

松林=務積ユル如ミノ 、 時i!.q~J倒ノ、殆;/ Vー
年rj，ダアル。

4 / メ メ " +1+ +1+ " " ヰ公 林

5 う〈・ひず セ ヲ カ " 十一ト +1+ 普 f.t 入江河口〉
冬季ハヤ、少イ、何口附近、 入江洋ノヨ
シ毒事ノ草原ニ桜息。

6:啄木，C，iきつつき キウシウコゲラ i時k !I1'~児 + +1+ 少 本会 林 エTガ‘メヂロ鯵ノ群=-i昆ァ:JI.'事多シ。

わLたかト ピ " +十 +1+ 少 普

みさどミサゴ 稀=出現 + +1+ 務 河 口 |河口附近テ滋回目翠セルノミ。

9 鷺 きき'ゴ井サキ'時々出現 + +1+ 少 少 入江〈河口〉

101m 鴨がんあふ カ Jレ カ・ ~ " +1+ +1+ 少 1> 入江「河口〉小JIl

11阿比か カイツ 7・， 稀=出現 +1+ +1+ 稀 稀 入 江|附M>Hlil¥ll，m=-tb 0¥ ~ルρ極メ テ
つよ v 稀r9 。

第三表 潔 鳥

司子 態|春|夏|秋|冬夏〈春)1冬〈祇)-1棲息持 備 考

91時々出現 1+1 1+1 Icぷ#~)1 少 林 ~ 



2 す1."め ホホ シ一. ロ春秋=多シ+

3 ひばりヒ ，，-: 9 稀=出現

4 ぜきれい セグロセキレイ 時々出現+

5 キセキレイ 秋冬=多量〆 + 
6 めじるメ ジロ 秋冬=-"fij'fJ + 

7 L じう カ ::f V ア
時々出現 + 古・ ら ジジウカラ

8 :r. T ヵ- " + 
9 も ずモ プ秋冬='ffi・1妻4 
10 う仁ひず ウ ク. ヒ ニス " + 
1/議 室匹ひすゐカ ノ、セ E 時々出現 + 

12鷲燃わuとかノ ニえ P 符i::'出現

13鳩偽は 主キ :/ /、畠， " + 

第四表 放 .鳥

積 名

，. 

e'¥ 

+1+ 瞥 普
(容ノ主〉

+ 少

少
+k春ノミ〉 少

十ート /j)く") 多

+1+ 普") ~ 

+1+ 少") 警

+1+ 少('/) 普

+1+ 普〈ο〉 多

+1+ 普、") 多

+1+ 少~ ") 望書

+1+ 少

+1+ 少

松 林

入江(洋入松林 宮崎市附近=毎夕醤油 Tルモーッ紫=テ
J、基F・1主シ。

入江‘小川 ハクセキレイヨロ少v。

入江、小川

~~ 林

~~ 林

松 林

松 林

松林〈潜木)

，]、 JII 

秋、冬=ーツ築上空=現レルヨトガアルガ
少イ。干ピヨリ昆ガ短F羽根ノ臓ガ際ィ。

ヰ会 林 時々鳴聖書チ問クガ少ィ.m・飛ジテ暦骨現
レルノノ、多クハε'ばとダアル。

緩息幣 備 考ー

松林:滋木) I 1937年， XII ユ目怒。

"滋木〉 11 

"本絹ト思ハレルモノチ四月=ー岡目穆;J..

w 
o 



つ

4 面高 ぎ 1・ ウ;4. シ' 17 + + 少 入紅、 海岸

5 IJ.'イシヤタシギ 主事 + + 多 入江〈河口〉

6 Jjl シ ギ 普 + 普 入江〈河口〉小川

臨 みづなさ，、 V ボ Y
稀 + 稀 f毎 岸71日誌lど り ミグナ ギ ドロ

第 五 表 夏 .鳥

出
不l 名

I1た 怒 ;春|瓦(秋i冬春|又 l秋 棲息、都
11燕雀… ト ム タ ト 91~ =-I:I:\現+ + (}1 少 松 林

2 、ぐひすセ :/ IJ.' ィ " 1+ おf 松 林

3 つば めツ パ メ春夏J、iiii"楼++1+ 多 多 多

4 ヨV アカツノマメ " +1+1+ 主F 主ιlJf 少
あ ま

アぜツ~，メ 稀=出現 + 聖書 河 口:l雨 :|つ ば
J誌 ふ〈 ろうアチパ グ IJ 時々出現 + 回 少 松 林

711ff ES1 わtたかサシパ " + + 少 普
e 

8鶴主主 き さチウサ ギ 11 +1+ 少 入江「河口〉

9 ヨ サ ギ " +1+ 少 " 
10 鶴 L 告、、イ 9 v'ギ 11 +1+ + 警 普 普 11 

11 オホ シ ギ " +1+ 少 't 河 ロ

"で

ミ手

静一日鰍サレIjl::JトアJレl
ノミ ダアル。

備 タd 

B 

数回目i駁ス

j波 リノ際出現λFレヨ干アルモ少む。

松浦氏論文=ヨル

F 

夏期稀ユピヅピイート鳴キ乍ラ上役
=現レル事ア h秋渡リノ際J、ヤヤ多イ

)亦江ルゆイガーツ業ダノ河口附
近=-)民々出現ス Jレ程度ダアル。

松浦氏論文=ヨル ι。
炉4



第六表 βt 
，伊

鳥

:) ~ I ~--r 穏名 1 : 態 14冬
l燕雀ぜきれり9ヒ H F-| +1+ 
21 1 ... 、タセキレイ 秋冬==-iB'棲+ +1+ 

3 む、ιど明 ヒ ヨ ド p " + +1+ 
4 つ('み ツ !l" ミ冬時々現pレ + 

5 ジ ロノ、ラ " + 

ジヨウピタキ l1秋冬アル
期間1i1'懐 +1+ 

鴨がんあヰスメガモ)冬時々 + 

キY!lロノ、ジJ 出 現 + 

鵠 ちどりシロチドリ " + 

+ 

l 鶴〈ひなオホバ yI/1 +1+ 

E ，.... 同

比

rョ

ヲ凹E‘--一

棲息霊主

秋|冬|春

1) 多

多 主事 普

少 多 ー 主etf

普

普

普 宅事

多

宜Eミ邑ヨ

普

少

少 少

入 江

入江、海岸、河口|私.荷重スル如シ

入江、

備 考

小川、入江ノ斧

" 
松 林 隣接セル村落ノ木立等ヨリ飛語~;九

" 隣接セル村落ノ木立ヤ同州ヨ日ヲI~* ス

〆F " 
" <i笹木〉 司、

入江〈河口〉

タ

" 
F司 ロ

入江、河口

---

ιo 
~ 
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狛土建中心ハシポソミヅナギドりは屍体を探集〈麻生氏)せるもむで或は

ミヅナギドリかとも思はれるが死後相嘗時の経過し判然とし主主かった。分

布上よりハシポソミヅナギドリとして取扱って置く。ハシボソミソギドリ

が日本沿岸に現れるのは泰の限られた候のみで.多くは外海に現れるもの

である。

3、四季の鳥類出現の消長

四季の鳥類出現!lJ¥態を表示すれば第七表.第八表の如くなる。

第七 表

l〈FV〉|〈d1U山)I (刃i全JD
海 ~千. 手存 13 7 B 7 

砂 地 " 5 5 5 4 

入 江 15 13 16 . 15 

松 林 22 9 18 21 

A、 JII 7 4 B 7 

~λ 表

事手 夏 秋 ~ ι 

官f ，鳥 " B " 
待ζ Aる " " " 
波 4 3 2 

哀 為 9 12 5 

づーζ .鳥 3 5 " 
計 I 38 I 21 35 35 

帥ち、司祭に最 も多くの鳥類が出現し‘ 夏は最も少し秋‘冬は同教を示

してゐる。

叉春秋冬共松林が最も多 くの鳥類の棲息脊となれ四季を混じて砂地に



34 

は鳥類が少い。海岸に;最も多くの烏の現れるのは春季であり入江、河口は

秋冬に鳥tr:宮む。商側を流れる小川附近にl誌の多いのは秋季である。

4、棲息地帯

前にも屡k松林帯とか、入江帯とかのベて来?とがーツ葉を鳥類の棲息環

境により次の如く分けた。自Hち、大別して海岸。入江。松林c砂地。小111

のちと友した。之を更に分けて、海岸は務J蔀と河口(之は入立にもか Lっ

てゐる)"入江帯は岸と入江水面と先の河口、松林帯は松林と人家と瀧木

帯。小川は小川水面と岸である。

以上の各宇野は各々特有の地Mを呈して.夫々に誼臆した鳥類が綾息して

ゐる。との闘係を第九表に於て示した。

第九表

|品|入江|除叩、 川入江|岸詰 |人家|滋木州111岸
.鳥 3 4 3 3 5 

鳥 7 2 2 

春 夏 鳥 3 7 2 4 

放 .鳥 3 2 2 

計 9 1 13 7 5 1 17 2 2 

.鳥 3 5 2 3 5 

8 2 

冬冬 .鳥 5 4 2 3 2 

放 .鳥 2 3 2 2 

計 7 13 5 6 7 13 5 4 

即ち厳ーも鳥類に富むのは松林帯中の松林で次tて多いのは河口である。ー

ツ葉白鳥類の概離を見るに、他の隣接した悶士/il、木立‘等t亡蓮絡した松林

帯を主棲息環境とする陸鳥と、河口附近を主棲息環境とする水鳥とに分け

られよう。然して入江帯‘海岸帯は河口号停に従属し‘，j、111幣は;ktc聞係あ

Q 
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話

るがむしろ松林帯に従属するものでそとの烏ーハクセキレイ.カハセミ等

ーはやはり松林につづく陸地に見られるものである。

更に総書Ij的陀ーツ葉の烏を見るt亡、種類教のみは多く穆つでも、ーツ葉

演を本来の棲息地域としてゐるものC種類教は甚だ僅少なるもので貧弱友

る烏相を呈してゐる。陸鳥について見れば、ーツ葉簡を本来のの按息環境

として居れ 普通('C目惨できる種類ーハシ ブトガラス、リシボソガラス'

スズメ、コカハラヒ ワ、ツパメ‘コ シアカツバメ等一ーは他の何れの地に

於ても最も普通なるもので、之に他の宮崎市近郊に楼息ナる種々の鳥類が

時々松林帯に飛来するに過ぎr.r.い。海鳥陀就ても地形単調なるため‘ j幣下

の赤江附近‘ 青島及びそれ以南の海岸や康i朋附近の海岸等t亡上として甚しく

貧弱左のである。

× × × × 

以上ーツ葉の鳥類陀就いてその概要をと述ぺた。各個の鳥類の生態の観察

や蕃殖鳥類等陀就ては此庭に述ぺる紙撤を有しゑいa緒言に ものペ?と如〈

比較的短期間の調1:f.であるから誤謬もあらうかと思はれるが同好諸君の研

究に依り他日御訂正を願ひ度い。 以上
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(ー ッ ~i~演の生物の研究第四報)
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'ーツ葉共同研究の一部門として、同地の鞘麹自に就て調査し、大様を終

了し得たので・、 設に程表するとと Lした。同好諸兄の参考と友れぽ幸であ

る。備本稿を草する陀常れ常に御指導を給り し北尾淳一郎、中島茂雨先

生陀感謝の意乞表する と共t亡、多大主主る使宜を興へられた諸兄陀謝意を表

する。

E 研 究方法

今回の研究は、 主として分類接的見地より調ー夜を行ひ、併せて、其の生

態的方面をも明かにせんとした。調斉ーの都合上、同地を次の三つの直域に

分け、採集は.主として霊開花行ひ、同時K種々主主観察を行った。叉夜間 I

採集を数回行った。

第一直 松林以東の砂丘地帯

第二直 松林地帯

第三直 西端小JlI附近の耕地及雑木林

とれら各匿の詳細は、予定項に就て述べる事とする。

田暁究結果

A 第一匡

ζの直域は‘地形複雑で一概に越べるととが出来泣いので、更に次θ四

匿に分け、各医毎t亡設明する。

a 入江の北にある養鰻池

b 入江の岸
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C 海岸組i

d 上詑の三匿を除く地被(砂丘直)

a養鰻池

入江の北端に接し、 5mx5m深さ20cm-40cmの小さえZ溜りであるが‘

湧IKにより絶へや泌養され‘金〈温水でめる。周閣の板垣の内側にはう主が

生へて居り、 71<中tてはアヲミ Fロ類が繁茂して居る。

と ~tL生百号する昆虫は、 使趨目‘ 服麹自の幼虫を主とし、水商には、

AQuraius paIIudum Fabricius (アメンポjが棲息する。叩品は.種類、

佃体数共た少〈、且つ何れも他より一時的に飛来せ忍もので、四月下旬よ

り九月中旬迄に護見せられるCみで、他の季節には全く鷲見出来泣い。

( 1) Cybister tripunctatus Cliviir コガタノグンゴラウ

( 2) Agabus japonicus Sharp マメグンゴラウ

( 3) Peltodytes intermedius Sharp コガシラミヅムシ

( 4) Dineutes marginatus Sharp ナホミヅスマシ

( 5) Gyrinus j aponicus Sharp ヒメミヅスマシ

( 6) Amphiops gibbus Sharp タマガムシ

b 入江の渚岸

南北陀長<，南端は大淀IIII'L合し、更に入江の奥 (北端)より約1500m

附近に小111が流入する。従って、塩分は極めて少し北端にては、殆♂淡

水陀近い。7k越tては葦‘七島閣等自生し、魚、類、 EI"殻類‘傘貝等比較的豊

富である。 昆虫も健麹類、映趨類多く、叉鞠趨目、殊にハンメウ科のもの

多〈 i他c匿に比較すると密度は遁に大であ7.>0

ぐ1) Cicindela anchoralis punctatissima Hornイカリモンハンメウ

( 2) Cicindela niviciucta Chevrolat シロヘリハシメウ

以上二種は特に多く、夏季容易に採集するととが出来る。

( 3) Cicindla laetescripta Mo七schulskY

( 4) Cicindela lewisi Bates 

本牒陀ては梢々稀主主るもの L如く思はれるo

( r;) Cicindela sumatrensis Herbst 

カノ、ラノ、シメウ

リュヰスハンメウ

スマトラハンメウ
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農製科二署員年、近木英哉君が数頭探られた外筆者が一頭得た@みで稀で

るる。

( 6) Cicindela celisae MatschulskY ヱリザハンメウ

近木君が一頭採集されたが、本種は、ヌドJ際にては海岸陀近会、粘土質の

所に多〈棲息し、斯る場所t亡て護見せられるのは極めて稀であって恐らく

他より飛来せるもので.此の附近I'Cて蕃殖するものとは考へられない。

( 7) Carabidae の一種

( 8) Carabidae の一種

(9) Phucobius simulator Sharp 

(10) Stilicus ceylanensi s Kraatz 

(11) Staphylinidlae の一種

C 海岸錦

ウミペアカパハネカタシ

キパネクピホソノYネカクシ

南北に長〈仲rPk海岸は‘会〈砂質で.岩礁等無く、太平洋の波i浪に暴

らされ‘地形は常tて饗化ずるoift:って、此の部分十亡生活する昆虫は、植物

質を蟻食するものは金〈護見せられ歩、肉食!生の Cicindelilaeの二種を

産するに過ぎない。

( 1) Cicindela laetescripta' Motschulsky カハラハンメウ・

( 2) .Cicindela anchoralis punc凶 issimaHorn イカリモンハシメ

ウ

官官者は仰!体数極めて少であるが.後者は‘海岸娘一帯t亡比較的多数鷲見

3れ、且つ分布は大体平均して居る。而して上越の如く、波浪のため絶や

地形の費化する所であるから、用者共此の地陀て蕃殖するものとは思はれ

す=‘全て入t.J:の江畔より飛来せるものと考へられる。叉シロヘリハンメウ

が一頭も登見され主主いのは不思議で、あるが、或ひは飛知力等が関係するの

ではたから うか。

d 砂丘直

第一区中最大の商積生有する所であるが、水分陀2しく、重聞の温度は

他の場所に比して遁陀高い。 wr如〈 高温乾燥せる所であるから、と1.tc生
育する純物は、乾燥に強し巨つ塩分に耐え得る特殊なもので所謂掬潰植
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物.IJ~主体とt..:って居る r 此む外正人常的陀栽植されたクロマツが岬の中部

陀あるが‘北部の大部分は小形左足本科植物が散在するに過ぎや植物的景観

は極めて貧弱である。今参考の震に主主主るもcを事げて見る。

Wedelia prostrata Hemsl (ハマグルマ)

Vitex triforia Linne var. orata Makino (ハマゴウ)

Lathyrus maritimus Bigel (ハマエンドウ〉

Carex macrocephara Willd (コウボウムギ)

Imperata nathephoroides Mig (ケカモノハシ〉

業の他.ハマボウフウ.カモノハジ等がある。昆虫は‘直麹類.盤趨類

鱗遡類等多く、叉服麹類も殻見せられる。甲誌は商磁の筈IJf'C種類.個体数

共に少いが‘上記の植物を食するものが楼息する。

( 1) Onthophagus ater Waterhouse クロマルコガネ

燈火採集により A江の東にて採れたものである。

( 2) Anomala testaceipes Motschulsky スヂコガネ

( 3) Anomala daimiana Harold サクラコガネ

( 4) Anomala rufocuprea Mstschulsky ヒメコガネ

( 5) Anomala octiescostata Burmeister ヒラクアヲ コガネ

(6) Anomala rufpcuprea Matsch. Var. violac問 、Ohaus.

アヲイロヒメコガネ

以上は各れもクロマツ及附近の雑草上にて採集せられ‘術l休教は比較的

多い。

( 7) Bruchidae ([)一種

ハマヱシドウの窓上にて得られ Bruchuspisorum Linnaeus (エンド

ウザウムシ)に酷似するも種名判明せや。

( 8) Elateric1aeの一種

( 9) Harmonia axyridis Pallas 

(10) Coccinella bruchii Mulsnt 

テンタウムシ

ナナホシテシタウ

ハマゴウの輩葉上に生活し、同槌物上の同fI直物上の厨虫を捕食するもの

と認められる。個体数多く、 ーツ葉産金鞘麹類中最大の密度を示すもので
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ある。 5月中旬より 7月上旬迄の問に最も多〈、以後次第に減少するが‘

11月上旬K採集されたとともある。

(11) Paederus idae dewis 

燈火採集により得られた。

アヲパアリガタハネカタシ

(12) StaphYlinidae の一種

(13) Tenebriouidae の一種

B 第二匡(松林地帯〉

相常康範囲K渉れ黒松が生育して居るが.下車は殆皆無tc近き歎態で

ある。従って昆虫も乏しし鞘趨類は各匿の内最も少い。

( 1) Cicindela laetescripta Motsahulsky 

( 2) Amara chalcites Zimmermann 

( 3) Rhaphidopalpa femoralis MotschulskY 

11月上旬陀多数護見せられた。

( 4) Staphylinidae の一種

C 第三匿

カハラハンメウ

マルガグゴミムシ

ウリノ、ムシ

西端小111附近の地域で、小雨積ながら耕地もあり、叉黒松以外に種k1.主

る瀧木‘革本があり、 滋度も高く‘昆虫の生活環境としては、ーツ葉中最

も良好なる僚件を具へて居る。前速の如く‘植物が盟富であるから、とね

らの他物質を食する甲晶が多〈見出される。

( 1) Melolontha japonica Burmeister コフキコガネ

( 2) Anomala albopilosa Hope アヲドウガネ

( 3) Mimela splendens GYllenhal1 コガネムシ

( 4) Phyllopertha orientaljs Waterhouse セマグラコガネ

( 5) Popillia j aponica Newman マメコガネ

( 6) Adoretus tenuimaculatus WaterhouSfi! チャイ R コガネ

( 7) Anomala rufocuprea Matschulsky ヒメコカ.ネ

( 8) Anomala daimiana Harold サクラコガネ

( 9) Anomala octiesocoslata Burrτleister ヒラタアヲコガネ
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(10) Anomala rufocuprea Motsch. Var. violacea Ohaus 

アヲイロヒメコガネ

(11) SpondYIis bup田 stoidesLinnaeus クロカミキリ

(12) Melanauster chinensis Foerster ゴマダラカミキリ

(13) Eupromus ruber Dalman ベェホシカミキリ

(l4) Rhaphidopalpa femoralis Motschulsky ウリノ、ムシ

(15) Melasoma vigintiplmctata Scopoli ヤナギハムシ
，. 

(16) Colasposoma dauricum Mannerheim イモサルハムシ

(17) Cassida nebuloea Linnaus カメノコノ、ムシ

(8) ProPYlea japonica Thunberg ヒメカメノコテンダウ

(19) Harmonia axyridio pallas テンタウムシ

(20) Coccinella bruckii Mulsant ナ、ホシテンタウ

(21) Epilachna vigintioclomaculata Motschulsky 

(22) . Cicindela chinensio Degeer 

(23) Lagria nigricollio Hope 

(24) Al1ecula bilamelIata Marseul 

=ジフヤホシテングウ

r、y メウ ' 

ハムシグマシ

クリイロクチキムシ

以上で各匿に於ける採集品を全て列傘したのであるが、僅か拾韓国の探

集しか行ふ事が出来す=、不完全なるは勿論であるが、植物多さ第三YHては

植物食をなす甲轟が盟宮であるあるの陀反し、第二、第一直陀移行するに

従ひ、食肉性のハンメウ科のものが次第に敏を増し‘海岸棋に至ればさをく

此の科従属するもの Lみとなる。

最後に上記甲ま誌を、科別tて記せば

ゲンゴラウ手3ト 2 

ガムシ科 1 

コガシラミヅムシ手iト 1 

ミヅスマ宇和十 2 

ハシメウ科 7 

コガネムシ科 ]2 

，.; 

‘j 
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テント ウムシ科 4 

ハムシ科 4-

カミキリ i、シ科 3 

ザウ ムシ手;~ 1 

オサムシJ斗 3 

コメツキムシ科 1 

ゴミム シダマシ:併 1 

グチキム手不ト 1 

ハムシダマシ科 1 

ハネカ クシ科 4 

以上16科，48種であるが，1f，j ~博

来設見せられるものが多々ある

ζ とL思ふから、同好者諸兄陀

より更に精療なる調査を行はれ

んととを切望する次第である。

L 第一直

a 養鰻池 b 入江の務岸

d 海岸線 C 砂丘直

h ・ 2、第二直
L ・ ・』

3‘第三匡

文 献

北陸 館-1932 日本昆虫園鑑

厚 生閣-1933 原色日本昆虫

固鑑i

新名正憲一1934 ーツ葉附近植

物目録宮崎リンネ合報 ¥ ミ
No. 8， p. 44 

三省堂一日本動物分類 一 ツ業地方略 図
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ーツ葉湾海岸の鱗麹類に就て

(ーツ業績生物の研究第五報)

農三徳永信入郎

緒言

ーツ葉の海岸地帯は地勢的t亡も、気象的にも‘他の地方に比し甚だ特異

性~有して居る。帥ち東は太平洋t亡直接面 L. 術:，岸税は南北Kー直観に走

P延身17皇に濯して居る。ーツ葉海岸は此の南部に位す。且つ叉比較的大

きい砂丘帯を形成し治:岸棋に平行陀走って居る'。此の如く種々特異性を有

するーツ葉海岸の鱗麹類tてついて生態的t亡、叉形態的K調奈研究を試みた

然れEも場所が相官離れて居るし叉種々さしっか〈があり略k一年を通じ

て行ったが充分左足る調蚕をな し得なった事は甚だ残念であった。今その大

要をと~I'C詑さんとするものであと.向米三官主主がら本調夜研究陀首り御指

導御助力下さった中島先生を始め、動物特別講義聴講生諸兄に厚く謝意を

表する次第である。

栴究方法

ーツ葉海岸地帯を数個1'Clil'[分しその地直I'r.於ける鱗楚類について研究し

た。然れどのその分界も、少くとも昆虫の生態的に勿論判然として居るわ

行のものでは左く、たど比較的に種々の賭より見て相違して居ると恩はれ 量

る失の四直を区分したるに過ぎない。且叉鱗麹類は比較的ff[盛1'.t.飛朔力を

有ナるから必歩その地直にのみ常IC居ると云ふわけのものではなく時とし

ては‘気象的或は其他の要因に依り、他の地直へ飛来する事も勿論考へ得

られるのである。

第 lJil[ 海洋医。

第 2直砂E常直及び入江附近。

第31ili 黒総林帯匡。
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第4直黒松雑一混滑林帯匡。 (Fig目1)

調査碑究

以上の如き各地区tて就き、各直毎t亡言E註して行かう。

第1}N[;ー

太平洋の怒濡が打ょせ‘風速も相首あり鱗切類の生活には概して不適嘗

で、叉飼料と主主る植物も殆E見受けられや、従つで種類数も少〈叉個体数

忙至つては他直に比し著しく少いのである。此の直に殻見せられる鱗遡類

としては、フグオピコヤガ‘コプノメイガ‘其他娯蛾;[;.;1・二種が網小屋附s近

に棲息する他、時として比較的飛翼カの強い.アグハ‘ムラサキ':%ジミ.

アヲスデアグハ、アカタテハ， }L-1リグテハ、ムラサキツパメ、イチモヂセ

、リ.等女日きものやモンクロテフ、キテフ等のJ~翼ーするのを見たが之等は

何れも.一時的に飛来したものと考へられる。

第2l@:;一

此のI瓦域はrll150m -200mの砂丘地帯で、その一部陀入江がある。入江

は所謂汽71<で.組物も比較的噂富であるG 此の地帯の主主主る槌物としては

ハマグ}L-'"7 Wedelia prostrata. 

ノヘマュガ+ Lactuca repens. 

ハマヒJレガホ Calystegia soldan<slla. 

ハマゴウ Vitex trifolia. Var. ovata. 

コウポウムギ Care.x macrocephala. 

シチタウ Cypreus malat¥:censia. 

ノ、クガヤ Buldostylis barbata. 

ハマヱンドウ Lathyruo maritimus. 

ヨシ pl).ragmites communis. 

ケカモノハシ lschaemum anthephoroides. 

チカ.ヤ lmperata arundinacca Var. K， 

等である。個体撤から言〈ば禾本科類が多いが砂丘の各所に海若草稿物群落

を種々友植物tとより形作って居る。此の地帯は従って種類数から見ても叉
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イ似体数より見ても昆虫弘第-m:f'C比し豊富である。I1!Dち、 牒類ではアゲハ

クロプグハ、アヲスデアゲハ‘モンシロテフ、スヂグロシロテフ.キテフ

モンキテフ.アカグテハ、凡リグテハ.キタテハ、ウラギンヘウモシ、 Jレ

リシジミ、 ムラサキツパメ.ウラナミ 、ム ラサキシジミ、イチモヂセセリ L

である 3 蛾類では.禾本科織物が多いの℃蚊蛾類が多く、コプノ Fイガ、

フタオピコヤガ、が主位を占め‘其他.ぺ=ゴマダラ、マヘアカスカシノ

メイガ、ウコシノメイガ、ヨモギト リパガ、外勤種あり。殆んど小型螺gqt

{'fかりである。

tPS3Y[;ー

此の地区は大部クロマツで樹齢はほピ70年位で相等大きなものである。

策温地温共に第1m:第2直陀比し低下し、風速は漸減す。此の地帯に見ら

る L鱗麹類と しては‘先づ蝶類では‘アゲハ、クロ アゲハ.ナガサキアゲ

ノ、‘アヲスデ.アゲハ‘ヒメウラナミジヤノメ.モンシロテフ、モンキテフ‘

スヂグロシロテフ‘ツマグロキテフ、 キテフ、アサギマグ ラ‘ツマグロへ

ウモン、キタテハ、アカタ テハ、 Jレリタテハ‘コミスデ、ムラサキシジミ

ムラサラキツパメ、ツバメシジミ‘ヤマトシジミ、イチモシヂセ、リ、チ

ヤパネセセリ等で、蛾類 としては.アハヨグワ.フグオピコヤガ、ベニゴ

マグラ、ホソオピヒグナガ、マツカレノ¥'ウチスマメ、コプノメイガ， 7

へアカスカ シノメ イガ‘ウコシノメイガ.ヨモギトリメ等を採集する事が

H~来た。

第4直;一

此の直は黒松林忙して‘向多数の瀧木、雑草を混泊・して居て.此の地帯干の

外側には‘小川があり 、それより水田が長〈続いて居る。従って外部の影

響を うけ.一般平地の策分を多分t亡有して居て、 昆虫も大体一般平地と硬

化がない".N!¥物の種類も盟富で‘昆虫の飼と左るものも多数あ り‘昆虫の

種競‘佃体撤共に相首盟富である。此の直の蝶類t亡は.アグハ‘モンキア

ゲハ.ナガナキアグハ.クロアヂハ‘アヲスデアケハ‘モンシロテフ‘ス

ヂグロシロテフ、モシキテフ、ツマグロキテフ‘アザギマダラ 、ヒメウラ

ナミジヤノメ、キマグラヒカグ.ヒメジヤノメ .コノマテ 7，クロ ヒカ ゲ、

。
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ツマグロヘウモシ、ウラギシヘウモy ‘アカグテハ‘}t-リタテハ、キタテ

ハ、コミスヂ‘ムラサキシジミ、ムラサキツバメ‘ウラナミシジミ‘ウラ

ギンシジミ、ゴイシクジミ、ツパメシジミ、ヤマトシジミ、ペニシジ ミ.

Jレリシジ ミ、イチモンヂセ、リ、コチヤパネセ、リ.チヤパネセ 、リ、等

で‘此のhl[t亡ジヤノメテフ手:;[のものが採集出来る事も此の医が日蔭に富み

一般平地と費化の主主い事を示して居る。蛾額としては.アハヨタウ‘トモ

ヱガ.フグオピコヤガ、ペニゴマダラ、スヂモンシロヒトリ.ウチスマメ、

コプノメイガ、ウコンノメ イガ、アカマグラメイガ.ヘ リグロトガリ メイ

ガ‘マツカレハ、ペニスズメ、ホリオピヒグナガ、ヨモギトリパ、等を採

築する事が出来た。

即ちーツ葉海岸の鱗遡類は一般平地tて比し.種類もイ!視体数も共に少〈、

特別忙此の地帯17ことのみ鷲見される。と云ふ様f;t種類はr.rl.t;>様である。却

もJIとの地帯の鱗趨類を概括すれば‘2!lli目14科50種で‘倫種名の不詳のも

のが‘蛾類t亡て虫類あった。

I 虫!15鮪豆目

a アゲハテフ科;一

1，アヂハ Papilio xuthus L. 夏型)

p. X. xuth1us Brem. 春型)

共に産し‘幼虫の食草は柑橘類の葉である。

2、モンキアゲハ P. helenus ni'cconicollens But1er， 

幼虫は柑橘類の葉を食ナ。個体数少し。

3‘クロアゲハ P. protenor demetrius Cramer. 

幼虫はカラタチ‘サンセウ等のヘンルウグ科植物の葉を食す0

4、ナガサキアゲハ P. memnon thunbergi Siebold. 

幼虫は柑橘類の葉を食す。平地tては甚だ多いが此の地帯与には少い

5‘アヲスヂアゲハ P.sarpedon Linnaeus. 

夏型.春型で多少à'，~ D、クスノキ科植物を食す。

b シロテフ科;ー

1，モンシロテフ Pieris rapie Linnaeus. 
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ダイコン、ヲプラナ等の十字科倣物を食す‘

2，スヂグーシーテフ(スヂグロテフ)p. melete Menetries. 

幼虫は十字科fII(物を食客ナ。

3‘キテフ Eurema hecabe Linnaeus.' 

幼虫はメドハギ、ハギ等の葉を食ナ。晩秋若しくは早司祭f'L/:H現ず

るものは夏型と多少異る。

4‘ツマグロキテツ E. laeta Boisduval. 

幼虫はクサネムカ、ハラケツメイを食す。

5，モyキテフ CoI"ias hyale po!iographus Motsch. 

幼虫はウマゴヤシ、カラスノヱンドウ等萱科航物を食す。

C マダラテフ科

1，アサギマグラ Danais tytia niphonica Moore 

幼虫はカモメヅ)1-の葉を食す。比較的多し。

d グテハテフ;f;;卜

1、}vリタテハ Vanessa Canace no-japonica Siebold. 

幼虫はサルトリイパラ‘ホトトギス等を食す。現I'L第4匿に分布

して居るサルトりイパラの葉に粟粒大の卵を産みつけて居たのを

見?と。

2，アカタテハ pyratneis indi臼 Herbst.

成虫陀て越冬し、幼虫はイラクサ、マす等を食す。

3，ウラギシヘウモン Argynnis adipp palIescens Butler 

4，キタテハ Polygoni1a c-aurem .iLinnaeus. 

季節に依り色彩.遡形に艶化あり。幼虫はカナムグラ.イラクサ

等を食ナ。

民コミスヂ Neptishylars intermelia p. 

幼虫はハギの葉を食す。

6，ツマグロヘウモジ Argynnis hypebius johanssen. 

雌雄tと依 りま~1紋.色彩著しく異なる。幼虫はスミレ類を食す。

7、ヒメアカタテハ pyrajneis cardui japonica SticheI. 

司a

r . 
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:/ ヤノメテフ科

1‘キマダラヒカゲ Neop巴goschkevitscliiiMenetries. 

幼虫はタケの類を食す。

2，クロヒカゲ Lethe diana Butler. 

幼虫はグク類の葉を貧す。

3‘ヒ メジヤノメ Myca1esis gotama Moore 

幼虫はタケ類の葉を食ナ。

4、ヒ メウラナミジヤノメ Ypthima asgus Bute1r 

幼虫はタケ類の葉を食す。

5，コ ノマテフ Me1anitis leda determimta But1er. 

4!1 

乾燥期のもは多少形紙、斑紋を異lモし、之を M.1. ismene C. 

と云ひ、 71~大で前麹斑紋顕著忙して.業の周国は騎く糞褐色を呈

し‘ 裏間虫説斑を献き.一様lて枯葉色を是し襲化(IC.富む。 眼M紋

は退化して不明瞭なる騎欲た り。蛍地方にては雨型共に践し 、大

部分乾燥明型君主 り。幼虫は禾本科植物~食ナ。

f シジミテ 7;[;;[

1，ムラサキシジミ Ambypodia japonica Murray. 

幼虫はシヒ、カシ等の葉を食す。

2，ム ラサキツパメ A. turbata But1er. 

幼虫ほシヒの葉を食し、成虫で越冬す。比較的多い。

3，ウラナミシジ ミ po1yommatus boeticus Linnaeus. 

幼虫はフジマメ等重科他物を食ナ。

4，ペエシ ジミ Chrysophanus phlaeas Linnaeus. 

幼虫はスカンポを食ナ。

5、ウラギンシジミ Curetis acuta Moore 

6，ゴイシ シジミ Taraka hamada Pruce. 

幼虫は動物食で、 宣彦虫類を食す。

7、ツ ノ〈メシジミ Everes argiades Pallas. 
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幼虫はツ メクサを食ナ。

8、ルリシジミ Lycaenopsis argiolus Linnaeus， 

幼虫はクロウメモドキ.ソヨゴ、キヅタ等を食す。

9‘ヤマトシジミ Zizera maha KolIar. 

g セセリテフ;(;.l

L イチモンヂセセリ Parnara guttata Bremer. 

幼虫は稲の害虫なり。

丸コチヤパネセセリ Halpe varia Murray. 

幼虫はタケ類の葉を食ナ。

3、チヤパネセセリ Parnara mathias Fabricius. 

幼虫はタケ‘イネ‘ス、キ等の葉を食す。

E蛾類豆自

a ヤガ科

1、アハヨタウ Cirphis unipuncta Haworth. 

架等不:本科縞物を食し、年二巨|殻生す。

丸フグオピヤガ Naranga aenescens Moore 

幼虫はイネノコアヲムシと云はれ稿を食害す。相i市多L。

丸ト モエガ Speiredoniaj aponica Guenee. 

b ヒトリガ科

1、ぺ=ゴマダラ Utetheisa pulchell Linnaeus. 

2、スヂモシシロヒトリ Spilosoma rhodophila Walker. 

本麗は印度、西部支那.華潤f亡分布し、偽 Rothschild氏は本

邦より、 Var.Japonensis R.友るものを報告して居る。

C カレハガ科

1，マツカレハ Dendrolimus spectabi1is Butler. 

d スズメガやト

1、ウチスずメ Smeri:nthus planus Walker. 

2，ペニス マメ Pergesa elpenor lewisi Butler. 

e メイガ1斗

'01 

，蝿

" 
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1，コプノメイガ Cnaphalocrocis medinalis Guenee. 

本種は甚だ多〈、幼虫は穏を食客ナ。

2、ウコンノメイ ガ Sylepa ruralis ScopoIi. 

幼虫は大_fe7.の大害虫である。

3、アカマグラ メイガ N ephopteryx semirube lla Scopo li. 

4，マヘアカスカシノ メイガ Marpgaronia mgropuncta1is Bre-

ロler.

5‘ヘリグロト ガリメイガ Endotricha consocia Butler. 

f トリパガ科

1‘ ヨモギトリ パ Pterophorus lienigianus Zeller. 

g ヒゲナガガ手;卜

1‘ホソオピヒグナガ Nemophora aurifera Butler. 

倫蟻類は調査結果が不充分で・未だ補ふべき所が多い事と思ふ。尚一居詳

しい研究が行はれ登表されん事を切望して止ま主主い。

ykyz手等 学予会
「 il:じま で-2-・斗:十一一-z---14・五-.>: 喜

一与ホムj叫鉛体~今村守4pi三市民一ーバケ:-で\
/ノV〆//ノノ////////////ノ77777フアアアフフアアア/7，，/"//ヅメン/刀乃 TアTア

ツ 薬務岸横断固

文 献

1、Lfl111 提c原色新蝶類園
2、北 隆 館:1932， 昆盛大国鑑

3，松村 松年:1930， 日本通俗昆遜園設

4，山口 !自:1934， 宮崎市附近の蛾類

1主崎リンネ合報 NO.8 P.66 

5，新名正憲他:1934， ーツ葉附近植物目録

宮崎リンネ曾報 NO.8 P.44 
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ーツ葉海岸に於ける直麹類に就いて

(ーツ薬漬生物の研究第六報)

農三麻生四郎

I緒 ーロ"

本年度動物特別講議の研究論文として共同研究をする竜王と友り‘ 筆者は

ーシ葉讃の直趨類を櫓賞する事になった。

直麹類は秋の品として一般の人々に悉知されてゐる種類である。直麹類

t亡属する毘品は共の体制上より見て、取級ひが非常陀困難で、模本を製作

するには官会程の注意と時閣を姿ずる。 2，3日も採築物を放置して置くと折

角の昆品も駄目になってしまう，ものさへある。共の濡‘事生聞にも直遡類

を研究する者の少いのは勿論の事である。

然L之の種類の特殊の瑳音器 ζそ‘生物態研究者を誘致する唯一のもの

と思ふ。 手'1iの夜.何底からと も主主 〈聞えて来る設の聾f亡、秋のあはれを一

居深め、詩tて或ひは歌とitって表現される。裁に於て我k の立場から見て

特に重要注る事は自然科患者に依って業の昆主誌の生活の需1jl秘を探る事であ

る。

E概論

ぐ1) 形態及び分類隈上の位置

直麹類は毘轟綱 Insecta中の有趨盛綱 Pterygota tc属する直趨目

OrthopteraのがtWiである。

本種目は不完全製態を行ひ、口器は出III由形、前趨は剛直で狭長、卸ち極

趨を友し‘部弱左足後遡を5まってゐる。後趨は部弱で透明、多数の支j瓜制服

を具へ.飛矧の用 ~i.主してゐる。しかしf;ffi比例へばナナフシの如〈、無遡

友るものも含まれてゐる。 尾端には一割の尾モ‘及び産卵器を有してゐる

む
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一般に歩行型と眺躍型の 2種に分つ事が出来る。

遡には有趨型と無趨型とが手fo • 之れは同ーの種類中で有趨型とカ!~趨型

が存在してゐる事に由る。例へば‘カマキリの類陀於て、普通のカマキリ

は有趨型であるが、ヒナカマキリといふ種類は無趨型である。 Eつ叉遡D

長短K依り‘長趨型と短麹型に分ち得る。卸ち‘通常'型のものより長いも

のに封しては長麹型.短かいものに短趨型と呼んで、ゐる。しかし雨型は前

後麹共に存在するもので、前麹の長趨型1'1:~揺するものでは‘キリギリl スの

類、前遡の短趨型はコホロギ類等で有る。叉一方趨l亡は脱落といふ現象も

起る。之の現象は多〈コホロギ類に起るものである。

田生 態

( 1 )棲息場所

ーツ葉海岸の直趨類は地勢C閥係土砂地に棲息する種類も存在するが、

結局食物との関係上、 砂地『亡生えてゐる植物上K桜息してゐる種類が多い

事は勿論である。各種の棲息場所を抱l設すると、先づ梢物上，1'1:;棲息するの

には.キリギリス類が代表的の種類である。しかし植物の場所及び大小に

依り種類も異るので次陀小さく分けて述べて見る。

先づイミヌド;の樹上には大抵松の木であるが、之れl吃はマツムシとか‘カマ

キリの類が棲息してゐる。

草木性の紘物の上には‘キリギリス類が特に多くコホロギ類のカシタン

等も見受けられる。樹皮下にはチヤバネゴキブリ等が見受けられる。

土中に棲息してゐる種類には、ケラ.コホロギの類が見受けられる。

:ri少地のものとしては、ハママダラパツ夕、ハママダラスズ等がr-M息して
ゐる。前者は砂ゴ二K‘後者は砂の穴lと棲息してゐる。

( 2 )食物

直遡類の食物は殆んど草食であるが、動物性のものE掻取する種類も存

在する。例へばカ，マキリの類とか、ハママダラスズの如ぎは蒸れであるo

!f!:f1'1:カマキリの類には共食CAをなす残忍友種類がある。採集中よく他ω直

;盟類を食してゐると見受けあ。
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( 3) 護 = Eヨ

直麹類の特徴として護音総を具へてゐる事である。 直麹類の瑳音器の覆

遡の場合と、覆遡と腿部との場合が有る。 前者の例とLてはコホロギ類、

キリギ 1}ス類で.後者の例としては‘イナゴの類をあげる事が出来る。前

者の裂音法は.覆趨の鋸i伏器と摩擦総をと摩擦せしめて音を裂するもので、

後者の殻音法は腿部の内側にー列に列んで・ゐる沈欣突起休と額遡の基部の

肥厚してゐる経脈に依るものである。

殻音する ζ とは‘維のみが行ひ得るもので.之れは生殖との閥係に重大

主主る-~素である。

mr目録

ーツ葉海岸I'L於いて五月より初めて‘今まで採集出来た種類は7科24種

であるc しかしとれが全部とは言へないのであって、 持者が掠集した直麹

知目録を述べて見ると次の様である。

Locustidae キリギリス和ト

1. Locusta orientalis Uvarov ヤプキリ

本種は本州‘凶園、九州に産し、草木性槌物上I'L桜息してゐる。栂

めて普通種で、ーツ葉海岸に於ても個体教の多い麗~ïであるニ

2‘Xiphidion melanum de Haan. ササキリ

本種の産地は前者と同じで‘禾本科の雑草間?と棲息してゐる。他の

直麹類のものより殻生涯し。 1f/i1休敏も前者と同様多い。

3. Xiphidior longicorne Redteubacherヒグナカ'ササキリ

本種は生態及び産地は前者と同様t:t.るが、設生はササキリより少し

く早い。燭角の長さは身体の1111.五倍あり。

Acrididae ベツタf;.:ト

4、Pachytylusmigratorius Linnaeus ダイウパツタ

本種は雄は大M‘雌は小形、北海道、本州‘四閥、丸ナI'i.判m.~' I'Lgを

す。 禾本科純物を喰筈も大筈を輿へる。

5、Sphingonatusjaponicus Sauss カハラパツタ

むl

。

E 

ヲー
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本種は北海道、四闘.九州、 lて ，~i し 、前趨は砂離に似る。伺体数多

し。

6， Patanga succincta Linnaeus セスヂツチイナゴ

本種は、本ナ|‘|‘四図、九州、朝鮮、琉球に産し.頭頂から前麹の後

続陀亙って一葉僚がある。

7， Acrida lata MatschlskY ~ンヤウ リヤウパクタ

本種は緑色と賞掲色の二色有り。本州‘四図、九州れ引をす。

8， Oxya velox Fabricius ハネナガイナゴ

本種は、本州、四閥、九州、琉球‘蓋濁陀産す。前遡は腹部より長

ν、。

9， A tractombrpha bedeli Bolivar ヲン プパツタ

本種は.本州‘四閥、九ナ|‘II'C産し. 中は oIと比して大君主り。交尾の

際、ノj、l彩の8は平の背上にあって恰も背負ふ様であるから此の名があ

る。

10、Aiolopustamulus Fabricius マダラパツタ

本麗は本ナ1'1(東京以南)四閣‘九州、琉球、 華街、支那‘印度l'Cil差

し、海岸の砂地にのみ桜息する。

Tettigidae ヒルパツ タ手千

11， Acanthalobus j aponicus de Haan トグヒシパツタ

本種は本州‘四国.九州、疏球‘蓋濁lて産し‘革本性の純物上tてよ

く見受けられる。護生は7、8月ーを、本直趨自の他程より早いa

12‘Tettix japonicus Haan De. ヤサトヒ パツ タ

本種は北海道.本州、凶岡、九州、基調に産し、大体前者と同種の

生活現象を友す。

13、Paratettixjaponicus de Haan ツチヒクバッタ

本州、四園、九州、蜜i笥、 東洋熱帯匿に康し、前者に大体同じなり

Gry lldae コホ回 ギ季}

14， Gry l10deョberthel1usSauss ヤマトコホロ ギ

本種は北?沿道、本州、!‘四国‘九ナ11.朝鮮I'C F~': し、後趨は退化する。
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普通種君主り 。

15 ¥. Lox ob1emmus doenitzi St号in ミツカドコホロギ

本種は本州‘四闘‘九州‘に麗し、休は主黒褐色たり。ーツ葉悔岸lと

はあまり鷲見せぬが‘夜間採集K少しく見受けられる。

16、Sc1eropteruscoriaceus de Haan クマコホロギ

ヨド撞は本州、四閣.九州、朝鮮‘墓i塑I'C産L¥小}彩密主主り。黒色友

るが、中位部l亡白色環を有してゐる。

17、Oecanthus10ngicanda Matsumura カンタン

本種は北海道、四闘.九州、1.朝鮮に産し‘体は細長く、淡資総色を

呈し、前遡は全部殻音部となってゐる Q

18‘Diongmus marmoratus de Haan マツムシ

本種は前者と同様な産地 C‘夜間のみ鳴音するので‘夜間採集の外

霊聞はあま り採集出来ない種類たり。

19‘Nemobius csikii Balivar ハマグラスズ(新柄)

本種は本州‘九州に現在殻見せられてゐる種類で.極〈小~I手の種類

たり。本種は;lfij:・岸にのみ桜息してゐる。

GtrYl10talpider ケラ科

20‘GrYllotalpa africana PaIlisot de Beauvois ケラ

本種は北海道、四閥、九州、 ，;中|鮮に康し‘前!交の附?i~l'.t蛾大して掘

盤脚になってゐる。

Mantidae カマキリ f;;['

21、Paratenoderasinensis Stall カマキリ

本種は北海道、本州、1. 間関‘九州、疏球I'C~し.極めて持組極にし

て草木性の純物IV棲息す。

22、Paratenoderaangustipennis Saussure オホカマキ リ

木種のNii也は前者とl司桜花して革本性の植物のみ友らす写、ーツ葉海 守司

岸ではよく松の樹上tて見受けられる種類左足り。

23. Hierodula pate1lifera Servi11e ハラピロカマキリ

本麗も同様の産地十亡生活し、腹部蹟 〈‘短大の1主義JV;にp。ーツ葉j毎

p 
v 



岸にてはあまり見受けられない。

Blattidae ゴキブリ科

24‘Phyllodromia germanica Stephens 
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• 

である。

本極は世界共有忙して‘ーツ葉梅岸にても極めて個体教の多い種類

チヤパネゴキプ 1)

文献

進士織.2f-・1928C昆虫謬講義〕上、下倉

松村 松年・ 1935C日本昆虫大国鍛〕

千山{彦次郎・ 1932(原色昆虫圏諸〕 上、下巻

北陸舘:1932 C日本昆虫国語〕

ーツ葉砂丘地帯の蜘妹(諜報)

(ーツ葉j賓生物の研究第七報)

慶一白 甲 錫壬

本年 (1938)4月26日の " ツ葉採集合"の際陀採集した蜘昧 (75個体〉

の目録を掲げ事友諸君の御参考に供すると共I'C自己の備忘I'Lしたいと思

点、。
(5.6) 

備考@印を附したのは王寺氏の記載されてないものである。

QRDER 

SUBQRDER 

SUPERFAM 

ARANEINA 

METATHELAE 

ARGIQPOIDEA 

ARGIQPIDAE Fam. 

1、Araneusscylla (KARSCH) 1879 

♀ 5 (雌51f1母体を意v.~すc 以下同じ〉

蜘l昧日

新此互E目

コガネグモ上科

コガネグモ不十

ヤマシロオ=グモ
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2， Araneus man支arevoidesBOESENBERG et STRAND 

1906 ソメワケオ=グモ

~ 1l O 3 幼 6

3‘Araneus fuscoclorata BOESENBERG et STRAND 

1906 ヤミイロオェグモ

~ 1 

4‘Coganargiope amoena L. KOCH 1877 コガネグモ

♀ 1 

5， CYclosa 8-tuberculata Karsch 1879 ゴミグモ

平 2

6‘Leucauge blanda L. KOCH 1877 シロガネグモ

♀ 1 

7、Tetragnathapraednia (L.KOCH) 1877 アシナガグモ

平 1

8， Tetragnatha SP. アシナガグモ一極

幼 1

Fam. Oxyopidae ササグモ1斗

9‘OXYopes sertatus L. KOCH 1877 ザサグモ

平3 O 1 

Fam. Agelenidae タナグモ科

10‘Agelena limbata THORELL 1897 クサグモ

~ 4 O 1 

Fam. Lycosidae ドクグモ科

11、LycosaT-insignita Boesenberg et Strand 1906 ウヅキドククモ

♀ 1 O 1 

尚ほ幼生てあるため種名の決定せられざる もの3倒休あり。



Fam. Scytodidae ヤマシログモ科

12、ScytodesSP. ヤマ シログモ一種

幼 1

Fam. Theridiiae ヒメ グセ科

13‘Argyrodes bonadea (KARSCH) 1881 シロガネヰサフラフク・モ

大島君採集

14‘Theridion tepidariorum C. L. KOCH 1841 オホヒ メグモ

♀ 1 

]5、TheridionSP. ヒメグモ一種

幼 5

SUPERFAM. CLUBIONOIDEA フクログモ上科

Fam. Salticidae ハヘトリグモ科

16， Icius magister KARSCH 1879 オスグロハネグモ ♀ 1

外tと拘ほ 2種 (各 1佃休づっ) あれども種名字Ij明せや。

Fam. Clubnidae フクロ グモ科

17、ChiracanthiumSP. マチグモ一種

!j>lO 

Fam. Thomisidae カェグモ科

18、MisumenaTricuspidata CFABRICIUS) 1775 ハ ナグモ

♀ 1 

]9、Philodromussp. ヱピグモー粍

宇 1

× × 

術ほ種名.科名、共『亡判明せられざるもの 7個体あり。

CXI.23.1938記す〉

59 
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~ 
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宮崎懸ーツ葉漬附近の貝類に就いて

(-~葉演生物勾研究第八報)

畜 三 紳 回

本懸産貝類の概究

持k
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従来本勝康貝類の調査報告せられたものは甚だ稀なり。ヌド鯨の只類!経史

を見るt亡、

明治7、8年の頃調逸の有名主主る地理思考ライン博士， ]ohann ]ustus 

Reinは工嬰視察のため本邦忙来WJし遍く各地を行脚せしが‘ 8年5月大分

臓に程近~東臼杵郡北川村 i綬口の酵を通過し偶々若干のキセ Jt-ガヒ釘iを採

集し之を蹄闘し専門患者K寄せたり、而してその記載せられたそものとそ

貨に本勝iit貝類の世に知られたる最初のものとする。

越えて明治34年早春の頃、故主F瀬輿一郎先生の1111縮、鹿児島南綜諸列島

の陸産貝~:jii葬祭旅行の詑次fl舶寄港中の時間を利用して飲肥と創H島等に上

陸し少数の貝類を探集せしととがある。

叉、梅津貝類の採集に就いては近時極めて少数の人士によりて主として

青島附近の採集を 見しととありと鍬も 、その内容僅かに報告せられた‘日

旦野H巌接先生並ぴK亡中鳥茂先生等tに亡 よりて予背寄島附近の貝類を記迷噌ぜ士られしにI

りれ、他はjl銘内を通じて全〈未開蛮のま L今日 K及んで・ゐる。

斯くヌドj際震の貝類は世に知られるとと甚だ乏しく、吾閥j折象の現欣より

して極めて遺憾と友せし際、恰も昭和10年11月、聖駕を日向路t亡進め給ひ

し時‘天間成績品目鋒‘博物之部に編纂せられるに首れ黒田徳米氏D鍛

定目録は本J阪産貝類に甚大なる光明を奥へ?とのである。

常時の目録は総数 588種忙して悉く昭和10年度の採集K依るものでモの

採集期聞は甚だ埋かく、特に一季節聞に止まる机果であったので本勝康の

貝類の全般としては頗る多数の種屈がその将来の調奈を待つぺ〈残されて

あると云ってもよい。黒附徳米氏は本脱海岸をそC特性K鑑みて之を下。
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四匿に大別し。匿名を以、てとれを表はした。

1、北 区 北部J感境より東臼杵郡細島~至る屈出1多き殺l臨海岸。

2，中央区 北区南限より青島北方、加江田川河口忙到る砂演。

3、南直 中央直南眼より都チ1'1"申K到る、農礁海岸。

4、有明直 有明潤(志布志i笥)I'L商せる海岸。

P富山奇勝墨田慧1社政:1昼勾オ副
[海岸のヰヰ怯 r像。J

~ 

鳴

g 

北lI<
'1'，軽量

lt !b 
宥，~1昼

長崎

司両

昼

み
¥
¥ ，、

而して上記四地直の貝類をj直覚するに‘

北‘南‘有明直には腹足類比較的多く 、

中央匿には盤殻類の多きは多言を嬰せざる月Jjなれ乞も、北直には内海産性

の要素を多量に含有 し ~

南.有日月直には亜熱帯。|生色彩。加はり居ると と看取するに難くない。

以上を以て犬11¥各本料産の貝類の隆史と分布欣態の概況を知り得?ととして

次 f亡中央l志の南限に偏せるーツ葉海岸の貝類に就いて越ぺるとと Lナミ50
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ニーツ葉海岸の貝類

調査研究及報告の便宜上‘ ーツ葉海岸の地匿を次の固D如 く、凶地直に

直分した。

ーツ君主布附近時国
はま草苗みJ

九 浮斗

2主E匝 % 1 lTh r ':γ 

尺1多リ

i h )0・

?に

君主

，号

Fず A 、 ーー 圃圃・・・持軍まを暗愚
r... fi.;. 事専k
。@川 集室示、
必L 札局、@

Eコ叫. ~ヒ

第1医 大淀河口‘南岸を含み南方fL:500米北方tc500米の河口砂潰地

との地直は絶えす=費化する。

第2Wi 第一直北限より砂丘の網小屋を含む砂部の一軒茶屋I'C至る海

岸最長。

第3直 入江及び入江の雨;俸。

第4直 松林を含み71<.同陀到る問。

昭和十一年六月下旬よ り昭和十三年十一月現在迄の著者採集に依る もの

を主として、業の同好者の採集t亡依るものを柿助と して略記するt亡、

第1直及第2m:陀産するものは‘さをく同科同種十亡届ナる。治岸特に砂地

産貝類を多産し、但し第1匿に於て少数の淡水戸在及陸Eをの貝類を見たのは

敢て不思議とするに足らす~とれは大淀川の流水により て上流地域から運

搬されて来たものと考へられる。叉前者tては後者より少数の表J鳴海岸K産
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する物を見たり . ζれも前述の通れ 背品附近の岩礁地域から抑流されて

来たものと考へられる。此等何れも後挫の目銭の中K逮ペょう。此のR[IL

Fをする類が最も多〈、 37科96障に及んてゐる。

第 3直に於て見るべき物少し 5科6種にして.此の地区の物は夏か九秋

にかけて幼貝が多く。特に禾本科のヒチトウヰの71¥浸告sには夏日その幼貝

の群集するを見るととが出来る。困に入江内の塩分濃度は比軍 1.003であ

る。

第 4R[tL於ては主K淡水産なるが松林の四方‘雑木林内には珍し澄陸産

貝類を見る ζ とが問来?と。此地区の採集は主に梅雨期叉は夏目の雨天の日

を撰ぶととが必要である。 11科25種の多〈喜三得たが米7引退されたる陸f毛細

が存在すると考へられる。

特に此庭t亡附言ナペきは、本鯨庄の陸淀貝類の研究が米間拓の依浅され

てゐる事である。

黒田徳米氏は結論陀於て.本!隊長査の貝類は南部諸地方t亡は主として従来

鹿児島腕ょ p知られたる分布を見‘北部地方tては北九州より.日られたる諸

積の漸〈増加lせるを確め?とと言はれてゐる。故tL業の雨地域の中間部陀位

するーツ葉街附i庄一帯には叉商白き南北混合の分布AA態を見るべし と言点、

ぺきである。

一 一ツ葉海岸附近の貝類目録

第 l '~f;f}2 raf .一…・…・ 37科96蹟

第3直・・…ー・・…-一一… 5科 6陸

第4直・..…一………・… 11科25種

合計 53科127極

第1医及第2R[tL応する貝類
J 

1， ~またて治宝ひ手十 ヒアフギ。ホタテガヒG イタヤガヒ。 アヅマエシ キ。

2，ばかがひ科 会ホフキ。パカガヒ。ミルクヒ。

3、きねたますはうがひ科 キヌタアゲマキ。アゲマキ。

4、ますはうがひ科 フヂナ ミ。

~ 
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5，あはぴ手3ト トコブシ(ヲガレコ〉。ミミガヒ。

札はまぐり科 マツヤマワスレ。ワスレガヒ。オキシジミ。サツマアサ

リ。アラ叉 Jメ。ヒナガヒ。ハマグリ。アサリ。カガミ

ガヒ。スグレガヒ。

7‘ばてるら科 カサガヒ。ョメガガサ。

8、まてがひ科 マテガヒ。アカマテガヒ。ミゾガヒ。ユキノアシタ。

9、すきしょうがひ科 ヨロイ Jソデ。

10.ばていら科エピスガヒ。ナ ツモモ。

11、るま治宝ひ手;ト ニシキアマヲプネ。

12，いもがひ科 タガヤサンミナシ@トガ l}イモ。サラサミナシ。ぺツカ

イモガヒ。カパフチチマツ。

13，たから治宝ひ季1. ホシダカラ。ハナマルユキ。

14、やしろがひ科 ウヅラガヒ。ピワガヒ。ヤシロガヒ。

15，むかでがひ科オホヘピガヒ。

16‘めんがひ科チリボタン。センエシセウゼウ。

17，ほ?とて治宝ひ季ト ツキヒガヒ。アヅマニシキ。ナデシコガヒ。イタャヵ・

ヒ。ポタテガヒ(アキタメfヒ〉 。

18. ~量ほのがひ科 オホノガヒ。

19、さざえ手;ト サザエ。コシタカサザエ。

20‘〈だまきがひf;;ト クグマキガヒ。

21、?とけのとがひ科 タケ，ノコガヒ。キリガヒ。

22，ほねカfひ季ト アクキガヒ。ホネガヒ。

23、ざるがひ科 ザルガヒ。キ ヌザル。ヒシガヒ。ナガザJレガヒ。トリガ

ヒ。

24‘たうか'l!t>手;ト カシコ。カヅラガヒ。

25、くるま治宝ひす斗 クロスヂグルマ。

26、ふねがひ科ペェェガヒ。タマキガヒ。サルボウ (モガヒ〉。 ハイガ

イ〈チシミ〉。・フネガヒ。マ;1，.サルポウ。

27，さらがひ科 ぺ=ガイ。ェドザクラ。ヵパザクラ。ォホモモノハナ。
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=ツカウガヒ。

28、みむがひ科 ミノガヒ。

29，たまがひ科 ツメグガヒ。トミガヒ。

30，めんがひ科 ウミギク。

31，いがひ手;ト ホトトギス。クジャクガヒ。ケガヒ。ヒパリガヒ。イシマ

コr。
32、?ともとがひ科 マツムシ。

33、むかでがひ科 ミミズガヒ。

34‘えぞぼら科パイ。

35、くまさか治宝ひ:r;.;十 キヌガサガヒ。

36、はぼうきがひ科 グヒラギa

37、りゅうきうますはう科 イソシタさ。ムラサキガヒ。フヂナミ。キヌ

タガヒ(キヌグアゲマキ)

以上 37科 96種

第3直陀産する貝類

1、いしがひ科(カラススヵ・ヒ類)カラスガヒ。

2‘かはにな手2ト カハセミガヒ(タケノコカハエナ)

3‘しじみ科 マシジミ。ヤマトシジミ。

4‘たにし科マルグエシ。

5‘オガサハラカノコ。(科不明)

以上 5科 6種

第4直t亡産する貝類

1、やまたにし科 ヤマグニシ〈ヤマサザエ〉。 ヤマクルマ(ヤマヒラマ

キ〉。アップグガヒ〈コヤマグ=む〉。

2、?と忙し科 ヒメグエシ。マルグ=シ。

3‘かはにな科 カワセミガヒ(レペツタカワ=ナ.タケノコカワ=ナ〉。

カワェナ(チリメンカワ=ナ〉

‘ 
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4，ものるらがひ科 モノアラガヒ。ヒ メモノ'アラガヒ。

丸ひらまきがひ科 ヒラマキミ ヅマイマイ。

6，ぺっかうまいまい科ハリマキピ。

7、としたかまいまい科 コペソマイマイ。シメグチマイマイ。
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8.まいまい科 オナジマイマイ。ウスカハマイマイ。タカチホマイマイ

イロ アセヲ トメマイマイ。

9，きせるがひ科 オキギセル。ギユリキギセル(特に住吉牧場附近に多

産す)。 オキシマギセル。

10、いしがひ科(カラスガヒ類〉マ ツガサガヒ。ヌマガヒ。カ ラスガと 0

11‘しじみ科マシジミ。ヤマトシジミ。

以上 11科 25種

合計ーツ葉海岸附近の貝類として53科 127種を泰げ得るが‘未開拓の物

多々有る事と思ふ。何故主主ら、採集期聞は 2ヶ年有齢を要してゐるが.採

集日敷が少かった事である。

文 献

平瀬興一郎 1934; 日本貝類園譜;

飯 境 瞥 1907; 海底動物車;博文館3

木村 益水 1935; 貝類鑑定法; 宮崎勝師範態校。

黒岡 徳米 1935; 宮崎勝産貝類目録、宮崎勝天質成績目銭其二。

妹尾秀賞‘鐘ケ江東作、東海太郎 1910; 日本有用魚介藻類因説; 博

文館。

宮崎県草師範事校 1911; 郷土資料目鍛; 宮崎l際師範製校。

宮崎脇師範事校 1911; 宮崎腕豪貝類目鋒; 宮崎勝師範態校。

山川 賦 1916; 原色貝類固譜;三省堂。
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ツ葉潰雑記

農三 原千秋

風土記の逸文によれば.大足彦の天皇が児湯の郡に惑でまし給ひし時、

「ζの闘の地形は直陀扶桑陀向へり。宜、日向と蹴ナベし」とたってゐる

思ふに次に述ぺる制l代の脅から、日向なる闘蹴は存してを!J¥使はれ観け

てゐ?とのだらう。その日陀向ふ庭が自11ち現在のーツ葉、そのかみの筑紫の

日向の橘小門の阿波l校阪である。

古事記によれば、伊持那岐大前11は資系園よりお蹄!J1iって‘阿波岐原に

艇ぎ放ひを遊ばした。即ち「是陀上i羽は瀬速し、下i加は淵弱しと詔りどち

たまひで、初めて中i額に躍りかづきて‘ j峰ぎたまふ時t亡‘成り坐せる紳の

名は‘云々」とあって絡に此髭で、天!lH大紳‘月調命、建連須佐之男命。

三柱。紳は他の二十三桂の紳々と一躍に、治生れに1iったのである。日本

書紀によるも大体同様であるが、その一蓄に日く、 「乃ち往きて架門及tr

謹吸名門を見そなはず。然るに此の二門、潮‘邸t亡太急"故れ橘の小門に

還向りたまひてmひ濯ぎたまふ」と友つてゐる。
皇組後鮮の地は日向である、しかもその阿波l技原即ちーツ葉 ζそは正に

皇組蛮i伴θ地で'a.ければならぬ。

しかるt亡、一度利1武天皇の御東征の行はるるや、ーツ葉は全〈捨てられ

て、日本幌史の中陀IIR;り続けて来たのである。天女はあのーツ葉の松をか

へり見なかった。 残念友が らーツ葉の入iJ:の水は、天女の7l\~谷 tて遁ナるほ

ev清澄さを持?とぬ。 lWi物製上の白鳥の飛来を見得る此の地に‘白鳥島女。

の停設を持?とぬ事は‘如何にも鵠念である。人魚は終にあの砂演では歌は

主主かった。 仰設中の人魚、は‘ すべて岩上で歌った.砂E自に上ったのは‘足

を生やした‘西洋の人魚、だけだった。範は産.!'mの矯上陸すると言ふ、しか

し英麗には‘浦島子はゐなかった。

宮崎高農の撃生が、共髭t亡歌ふまで、ーツ葉はII[~ り続けた。そして彼は

何等の体設をも識してゐない。

x x x x 

宮崎附近に於ける、海潰植物採築地としてのーツ葉を見てみる。

~ 

4‘ 
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まや回闘のつくる所、 IJ、)11 v附近I'C於てはタコノアシ、ヒトモトススキ

ー等が商白い。松林む中tて入れば幾多の植物が繁茂してゐる‘拾って見れば

食べられるアキク..~ ¥香の良いクチナシ、トペラは甚だ臭い。

松の丈が低 U~þ ， ぼとぼとの砂ぽっかりの所まで行けば.ハマゴウが

ー群生してゐる。松の木蔭を削れば、カハラサイコ、マルパアカサ¥ハグガ

ヤ‘ピロウドテシツキ、コウボウシパ、ケカモノハ夕、ハマヒJレガホ、ハ

マヱンドウ、ハマグルマ、ハマ=ガナ、ハマパウフウ等が混生してゐるが

大休上記v/l頂K滞陀近〈友ってゐるo1:J.ほ砂丘の附近tては、コウボウムギ
が非常に多い。ケカモノハシの根は、帯やプラシ製謹tて供せられるので、

盛虻探牧されてゐるけれEも‘一向tて減少する景色は主主い。ハマパウフウ

は食JIH亡友らぬ事はない。そのせいか近来とみに減少して、護見ナるに非

常に困難を感やる様f'C1:J.った。ハマヱン ドウ.ハマヒルガホは、ーツ葉の

讃では美くしい方であらう。

入江の水中、叉は水曜を見れば.シチタウ、シパナ、ヨシ、チガヤ等が

るり‘ マコモが見られる所もある。

以上はきはめて一般的のものであって.すぐに誰にでも鷲見出来るもの

であるが.主主ほ根気よく探せば、そして且つ運が良ければ、ハマポツス、

ハマアカザ、イハグレサウ、ハマウツボ、ヲカヒヂキ等が蛮見されるであ

らう。

x x x x 

諸民を思すには.ーツ葉は、正に宮崎附近に於て絶好の場所である。此

;蕗陀於て寓されたものが‘非常忙しばしば‘傑作にまでもちきたされる。

朝よし、整よし‘夕方よし、月夜よし、闇夜良し、しかし闇夜は一寸馬

民になら主主い。しかし泰よし、夏よし、且つ叉秋も良し、4sさら陀良し、

である。ーツ葉には被詩体がいくらでもある。夜明け方の2さは‘海はナご

い美しさである。しかし残念念がら此の光り.此の感じはどうしてもフヰ

ルムは受付けてくれない。砂Ji:は無数にある、その上Kは、その季節季節

也被物が千態高様、そして潟す位置は全く‘選揮自由自在である。波打際

，tL:は子供等にとり Cとされた砂山が、ほ。つねんと立ってゐる。黒潮によっ

て持ち来たされた様々な物が、様々友椅好でよ とたはってゐる。そして太

ー陽は自由忙、その光りと影を選i:fしめる。網がある、網がるる.舶がある。

そζ には漁師の生前が存してゐるのだ。

人聞は叉寓長の封象として非常に商白いものだ。そしてその人聞がーツ

ー葉には樽山ゐる。 げにーツ薬 ζそは.被弱体の盟庫である。(終り〉
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「宮崎の蜂」数料

農ニ近木英哉

宮崎版下I't.産する膜趨闘を本校に在製中に.出来得る限り調夜して‘'宮

崎勝膜趨目 k録を記さんととを志し‘教陀共れの一部を強報として殻表し

同好者の御援助を願点、次第である。

本稿を草するに賞b、貴重なる標本を多数提供された級友池同君1'Ll!討し

厚〈感謝の意を表する。

Scoliidae 二上峰科

Genus Scolia FABRICIUS ツチバチ圏

1， Scolia vittifrons SAUSSURE et SICHEL 

アめスヂツチパチ

ヌド種は、北海道、本州.四園、九州、l‘朝鮮に産し‘アムール、満洲、支:

那等まで分布してゐる。

2平♀，22、四‘ 1938，背弁岳、筆者採集

2‘Sco1ia ventralis SMI百1

コモシツチパチ

本種は‘北海道、本州.四闘.九州、¥，小笠原島、朝鮮等に分布する。未

7ぎ本邦以外の地より記鋒3れてゐ泣い。本種は一見オホモンツチパチ、 S.

j aponica I'L酷似する@然し一般に小形、中胸側上方の突起の著しからざる

とと.顕部会窯‘雌雄共に稜j伏部の黒色なるととにより直別するととが出

来る。昔・通種であるo

1平.1，刊‘ 1931，宮崎高農内、筆者採集

3平♀早， 5， IX、1937，宮崎市下北方、池悶君採集

2a. Scolia ventralis SMITH f. nigriventris UCHIDA 

1平， 5、E‘1937，宮崎下北方、筆者採集
3， ScoIia oculata (MATSUMURA) 

キオピッチパチ
， 

~ 
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本種の分布は北海道、本州、四闘、カ州、墓潤.朝鮮にして‘ S.pseu-

.dounifasciata主主る名稀で支那に於ても記録せられて居る。

1 O ，30‘珊‘ 1937，背井岳‘筆者採集

4‘Scolia iaponica SMI百王

オホモンツチパチ

本種は北~'i道、本州.四閥、九州、朝鮮及び支那f'C分布する。 Anomala

属のコガネムシの幼虫忙i寄生すると とが知られて居る。 普通である。

1平，1，四、 1937，宮崎高農内‘筆者採集

2 o o'; 18、E‘1938，背井岳、筆者採集

1 o， 6、官、 1937，ーツ葉演、筆者採集

Genus Campsomesis GUERIN ハラナガツチパチ届

"5， Campsomeris grossa (FABRICIUS) 

オホハラナガツチバチ

本種は本州、四国‘九州、朝鮮‘支那、ピルマ、印度等}て分布する。本

邦K於ては極めて普通忙して砂地や種々の花上に護見せられるが.業の寄

主は不明で・ある。大形のツチパチである。雌雄共に休毛の色彩や腹部の斑

ー紋に非常I'C襲化が多い。

2早早 ，30、VI.24、町、 1937，下北方、筆者探集

5ooooo‘IV-lX. 1937，下北方‘ 筆者採集

1 O，位、四、 1937，青井岳‘池田君採集

6， Campsomeris annulata (FABRTCIUS) 

ヒメハラナガツチパチ

本種は東洋地方に腐〈分布して居れ本邦陀於ても本州以南の各地に於

‘て極めて普通である。北海道の分布は疑はしく、多分産せぬものと見られ

る。本種は本邦では PopilliaIil及び Anomala属のコガネムシ類の幼虫

に寄生するととが知られてゐる。産潤産ネウスハラナガツチパチ C. sa-

uteri tL酷似するが‘雌では趨色‘及び第四腹節までの後縁毛の色によ p

-雄では稜欣部及び後胸背の貰紋により容易に直別するととが出来る。

3o O♀， 15‘!K， 27， V11937，下北方、筆者採集。
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1平， 6， VI， 1937，ーツ葉潰‘筆者採集

1平， 16、れ 1937，日向ライン、筆者採集

7、Campsomerisprismatica (SMITH) 

キシケハラナガツチパチ

ヌド邦に於ては本ナ1・1.四囲.九州、朝鮮、 華潤等11:分布する。 ー更に東洋I'C

於てはジヤパ‘セレペス、印度、支那に豆り蹟〈分布ナる。

5o♀♀早早 .18、E、1938，青井岳、池悶君及筆者採集

8， Campsomeris mojiensis UCHIDA 

キイロハラナガツチバチ

本邦特有種にして本州、四閥.九州、H亡分布する。アカアシハラナガツチ

バチC.testaceipes tL.酷似するが‘雌雄共腿節の黒色、腹部の末端に黒

毛を有するととによって直別するととが出来る。

2o O， 11‘IX， 6， IX， 1938，青井岳.宮崎市内、筆者、 森脇君掠集

9， Campsomeris sp. 

1o， 5， IX、1937，宮崎市下北方町、池同君採集

本信!体は、前種 3 に酷似し、或ひは同一種完工るやも計り K!1~ぃ。休は黒色

体毛は赤褐色‘頭部は黒色なるも前額百は褐色を帯び、額片は黄色、 鰯角

は黒色少しく褐色を帯ぷ。宮古胸背;板は褐色、 屑;阪は資色にして中胸脊板と

の境ひけ赤禍色ttり。瓦j伏j干は黄色忙して稜獄部の両側は黄色なり。趨は

暗策色にし透明、題端は暗色を呈する。脚は赤褐色tとして腿節下商I'L責保ー

を有す。腹部第一腹首jより第五腹節迄の後維は黄色.第二腹間首jよP第五

臨商臨までの後綜も黄色を皇し、 末端二簡は黒色毛を有する。

Eumenidae 泥峰科

Genus Eumenes 

1， Eumenes mikado CAMERON 

トツクリパチ

本種は本州、四菌、 九ナ|‘Itc.分布する脅通種であるG 個体に依る密化多 〈

額片全体が糞色主主るもの、雨側のみが糞色お:るもの、中胸背板陀資紋を手「

するもの‘有せさるもの等がある。徳利j伏の巣を泥陀て勉る。
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3♀中平， 23， 11、E、1938，5， IX 、1937，下北方町、青井岳‘下北方

¥IJJ，筆者採集

2‘Eumenes sp. 

本種は前種tて酷似するも稜j伏部‘水平側I頁rc何等賞紋を有せざる故一見

して医別される。普通種忙して、下北方.青井岳等に於て多数採集 ~tl得

る。

3， Eumenes fratrcula DALLA TORRE 

キボシトリックリパチ

分布は本州、四閥、九~J十ほり。キポシの名の如し第二腹節の南側花賞

黙を有する故、 Eumen田 mikado トツクリパチ止直別されるが‘此の斑

紋が極めて徴小なる側休がある。

1o， 2、V，1937，宮崎市下北方‘ 子I'!:者採集

4， Eumenes iaponica SAUSSURE 

スズパチ

本種は北海道、本州、四国‘九'NiI'C分布し‘本，幣¥'(於ても極めて普通に

産す。 Eumenes鹿峰。内、最も大会いから明かに直別される。

Genus Rhynchium 

丸 Rhynchiumjaponicum DALLA TORRE 

フトフグオピドロノミチ

本程は本邦rc於ては、:<1>:列、i‘四圏、丸州陀姦し‘贋く満洲.支那に分布

する。極めて普通なる寝忙して、好んで花に集る。 乙の科の蜂は大体とり

性質を有して居る。

6‘Rhynchium f1avomarginatum SMITH 

クロパネ ドロパチ

本種は本州、¥，九州、支那に分布す。前施 R.japonicum -K酷似するが

投獄部、後胸背板KZを紋なし遡はより黒味を帯び、腹部の斑紋より赤味

を帯ぶc~珍主主らぎるも、多からや3

20♀， 20、官、 1937，11、E‘1938， 宮崎市i~r\1宮町、青弁岳、筆者採

集
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7、Rhynchiul.U，bruneum FABRICIUS 

シリアカドロパチ

分布は九州、琉球、 華濁.支那.馬ぅ~‘印度陀亙る。南方系の蜂陀して

九州の分布を落して居る固鑑が多数あるD

4早里 od，刊.1637，宮崎高農内、 筆者採集

8、RhgnchiumOrnatum SMITH 

カフドロ ノ〈チ

1早， 4、刊、 1937，宮崎市下北方、筆者採集

Genus OdYnerus 

9、Odynerusnigripes HERRICH SCHAEFFER 

ミカド Fロパチ

分布は本州‘九州、等であって、極めて普通なりc' Odynerus mikado 

として多くの闘鑑に載せられて居るが、前年(1935)、安松氏により O.

nigripesが正しいと登表されて居るc

1♀， 1. VH. 1937. 宮崎高農内‘筆者採集

Geucistrocerus Ancistrocerus 

10. Ancistrocerus apiciornatus CAIv1ERON 

ヒメフタオピ Fロバチ

本!際陀於ては極めて普通であるが‘小形なる故、見逃がされ易い。下北

方町(宮崎市内〉‘青井岳等至る底に鷲見せられる。

Sph配 idae 似我蜂併

Genus Sphex 

1. Sphex umbrosus CHRIST 

クロアテパチ

本種は本州、四閤‘九州.琉球.護潤.支那、印度陀分布する。極めて

普通にして、本願陀於ても宮崎市内‘育子|ニ岳乞始め至る底に躍すc夏日カ

ナムグラの花t亡好んで集る。

2、Sphexmuticans KOHL 

コクロアナパチ

'.A 
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分布は本州、九ナ1'1.蚕潤陀して、本j際に於ては.前種とともに普通It'.産

す。

3、Sphexfulvohirtus BINGHAM 

キンモウアナパチ

本州、九州、蓋i惣.印度t亡分布するも、本州、ItLては南部に珍に採集され

るのみ・である。

1中.25、 四、 1938，宮崎市江斗訂IJJ，筆音採集

Genus Sceliphron 

4， Sceliphron tubifex LATREILLE 

キゴシジガパチ

本種は本州、四図，:JLナIH亡分布ナる普通種であるが、本腕に於ては割合

忙見掛ける事が少い。

1♀， 11， IX. 1938，日向ライシ、筆者採集

5， Sceliphron inHexum SICKMANN 

ル リジガパチ

本列、1.四閥、九州、朝鮮.葺j替、支那.印度に分布する。本勝にては極

めて普通にして‘ 亙る底陀於て搾集される。

Genus Ammophila 

6， Ammophila infesta SMITH 

ジガパチ

本麗は樺太、北海道、本州.四闘‘九州Hて分布する。木版至る鹿に普通

に産す。

同定は筆者一存・忙して不確質なる事と思ふ。後日間安の誤 りを蛮見‘せば

直ちに何等かの方法で訂疋するとととする。 (30，XI、1938)

参考文献

1、加藤正枇 1934、分類原色日本昆虫固鍛 10

2， 4王山イ彦次郎 1933、原色昆虫国語

3，同 1937，原色観見虫園譜

厚生閤

'三省堂

三省堂
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ム内問登ー 1936，日本動物分類(土蜂科〉

5、安松京三 1937，日本帝園産土蜂科雑記

6，安松京三 1935，日本のドロパチ42麗

7、松付松年 1931‘日本通俗見虫園設 4

8，同 1935‘日本昆虫犬固鍛

9、矢野共の他 1931、日本昆虫闘鍛

三 省、堂

Vol.11 
昆広 No. 6 
昆虫 Vol.9 

春陽堂

刀江書院

北陸館

ー‘，"
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Hypolimnas misippus Linn~ メスアカムラサキ

本T重は雌雄K依る斑紋の差の顕著主主一例として著明で‘向雌は悪臭を瑳

ずるカパマダラの擬態と して知られて居れ九州. t~P縄、高潤‘支那‘ ヒ

リツピン‘馬来、印度に分布する。

メメアカムラサキ

九州で・は稀t.t種で、あるが、天草.五島には鞘々産する様であ仇鹿児島、熊

本.長崎附近から記銭されて居るのみである。暖地性の牒主主れば九州以南

の島唄陀は分布する。出現期は 7‘8月でるる。と梅野明氏の九州の蝶類に

記載されて居り、叉本校撃術報告第九~~の迫力日として態報第25蹴(61頁〉に
( 11) 

白;.K隆氏に依って地理的に見て常然鷲見さるべきものとしての中に‘との

メスアカムラサキの名が拳げられて居る。

ζ .¥f'c筆者は(1938年11月6日)本校南の蕎萎畑を本麗の雌が飛期し居る

のを鷲見狂喜してとれを採集した。
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Leptarina unieolor Bremer et Grey ギンイチモンジセセリ
(2 ) 

北海道‘*州、四国‘九ナl‘l‘朝鮮、中部支那‘満洲.アムールに分布す

る。

九州では4'"地に産せ歩、山地性のもCで局部的に採集されて居る様であ

る。例へば、組問:山、阿蘇笹倉九霊山設の如くであれ宮崎での採集地と

しては、青井岳と木花村とのご個所が記載されて居るのに過ぎない。

然るに筆者は今年(1938年)7月1日新たに、極t之i王地である。l 下北本校

水悶西の池堤で、蛾の如昼飛朔をなし居るのを鷲見採集し、ヨたいで叉鰐塚

山の登口の草原(1938年7月3日)で再び本種を捕へた。

との採集時刻は雨者共に正午近く であった。

Danais chrysippus L. カパマグラ

本種は、九州、1，沖縄、主主i濁.ヒリツピン.馬予夜、印度‘アフリカに分布
~3) 

する暖地性の映である。トウワタを食し‘ 6、7月に出現する。叉好んで、

Lantannaの花に集る。

九州t亡於ける本程の分布等t亡闘し何等文献を見出し得泣かったが、*<

とも宮崎比於ては米稜表と思はれるから筆者の採集に懸るものではたいが

との紙上Irc::御紹介する。

一.二年前に宮崎J際女子師範島県校。生徒に依って‘本庄附近、ε採集され

たとか聞いたが‘それはさておいて、同じく宮崎J際女子師範翠校生徒木下

柴さんに依ってカパマグラの雄が、宮崎での第一回虫の展覧舎(1938年11

月11ー17日、 於山形屋)に出品されて居た。此は佐土原町(1938年8月20

日)の南瓜tu)を飛掬して居?とのを捕へたものであり、標本は採集者によっ

て貯蔵されて居る。

最後に池間誠‘近木英首を雨君の参考文献等の御助力と、宮崎腕女子師範

串校の立野先生の御力添とをと~I'C合せて感謝する次第である。

1‘梅野明;1937、
2、白水隆;1938， 
3，内問清之助;1932， 

久松村松年;1929， 

文 献

九州、!の蛾類

謬報第25蹴
日本昆虫国鑑

日本通俗昆虫園設(蝶之部)

時
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宮崎懸崖騎蛤類の研究

井之口 希 秀

I緒言

jJL時宮崎軒下に於ける昆虫陀闘する研女も多方商('C亘って来たが崎蛤闘

に閥すと殻表は少い。 筆者は該方商の研究lモ着手してより日尚箆 <.J3.拘

tと構壌であるが‘分布'ri t亡特殊性を有する本~訴に於ける他の昆虫相より推し

て崎始自の分不Ij相lて深甚の関心を持ち、行幸記念として行はれる昆虫展出

品の目的とを粂ねて、昨夏 (1938)より其れの採集を開始したのである。

未だ不完全で、あるが第一報と して設に報や否次第である。若し同好諸賢の

参考とI'J:らぽ筆者は幸甚である。尚本研究に嘗って御教示賜った中島先生

及び都披農事校佐保先生に深甚の謝意:を表する。

E分類目録

ヤンマ干斗 Aeschnidae 

1，ギンヤンマ Anaxparthenope SelYs 

2，ミルシヤシマ Austroaechna milnei Selys 

L カトリヤンマ Gynacantha hryalina Selys 

ムオニヤンマ Anotogastrsiebolaii Selys 

5‘ウチハヤンマ Ictinus c1aotus Fabricus 

6、グイワンウチハヤンマ Ictinus fallax Selys 

7‘コシポソヤンマ Foncolombia maclachlani Sey's 

8，ヒトスデサナヘ Gomphus umfasciatus uguma ? 

トシボ'*:~ Libellulidae 

1、ウス バキトン ボ Pautalaflaoescens Fabricius 

L オホザスパキトシポ Trameachinsis De Geer 

3‘テフトンボ
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ムコシアキトンボ Preudothemiszonata Bwmeister 

5， "ヤマアカネ Sympetrum pedemontauum Alliori 

6，アキアカネ Sympetrum frequense Selys 

7，ナツアカネ Sympetrum daruoinianum Selys 

8，マユグテアカネ Sympetrum eroticum Selys 

9、ノシメトンボ Sympetrum infusoatum Selys 

10，キシトシポ Sympetrum croceolu m Selys 

11、コフキトンボ Deielia phaon Selys 

12，シヤウジヤウトンボ Chrocothemis serviIia Selys 

13，ハラピロトンボ、 LYiothemis pachygastra Selys 

14，オホハラピロトンボ Lyriothemis el巴gantissintaSelys 

15、i:，'"ホカラトンボ Orthetrum albistrIum Selys 

16‘オホシ ホカラ トシボ Orthetrum triangulare Selys 

17、ペツカ フ トンボ Libellula angelina Selys 

18‘ハッチヤクトンボ Nanrophya pyamaea Rambur 

19‘オホヤマトンボ‘ Azuma elegans Brauer 

20，コヤマトンボ、

21‘シホヤトンヰf

カハトンボ'f;;t Calopterygidae 

1、ハグロ カハトンボ Calopteryratrata Selys 

2、ミヤマカ ハ トンボ Calopteryx cornlia Selys 

3，カハトンボ、 Mnais costalis Selys 

4‘ヤナギ トシヰ" Mnais strigata Selys 

5，チヤノξネカハトンボ Mnais puruinosa Selys 

6‘アヲハダ方ハ トνボ Calopteryxvirgo Linn 

イトトンボ科 Agrionidae

1，モノサシトンボ Copera armulata Selys 

2‘キイトトシボ Cerigrion melauulum Selys 

3，ホソミイトトンヰ" Aciagrion hiropa Selys 

~ i! 
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4，オホアヲイトトンボ L巴stestemporalis Selys 

5、セスデイ lトン ボ Agrion hienoglryphicum Brauer 

6‘サ才ウターイトトンヰマ Agrion sauteri Bis 

7，アヲモンイトトンボ Ischnura slnegalensis Rambur 

8‘ヒメコ フキイトトンボ Agriocnemis femina Brauer 

9‘ペエイトトシヰ"' Ceriagrion erbescens Selys 

10、オツネンイトトンオf

11 、トグヲイトトン ~j-':-

12，クロイトトンヰぐ

町要 結
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以上の如〈本!隊産地蛤目の種類は‘僅か忙42寵であるが‘とれは未'k研

究調益の不完全なるに外ならないと思ふ。今日. 日本全土K於ける種類は

全科を通じて 222種(10，19招)とされて居る。

本JI採産時tlt，令目にて現在知られて居る中‘タイワンウチハヤンマ Ietinus

pallax SelYs は其の名の湿り、 華i母、 琉球産とせられてゐる南関産むも

のであるが、 筆者は宮崎市附近陀て多数採集し?と。筆者む採集場所は市内

-古披町附近に散在するHJ71<池である。本校、pfi.戴標品中にも以前十亡採集され

たものがあった。
~ 

トン4ぶぐ手存利;ヰl中陀て本j脱際産として特徴性を有寸るものは南方系のオホウスパ

キトンボ Trame伺ach山ir悶1

ele培gan叫l此tiぬss討imaSelys の二種でで、 b るが ‘宮宮.崎!服隊!特ト砧持陥~，加:リj康哀 と云ふふ‘3誹翠では 2な主くし、他地

jjtκ乙も限られてl産をを.するものである。此の外 トンボ科中最小の種として、叉

採集地の限定されて居る ζ とで有名左ハッチヤウトンボ Nannophyapy-

ama阻 Rarmburが都城地方向ヲをする ζ とは制限 トンボ相の特異ではなか

らうか。此の外沌名の判然し泣いものを白J.f¥隆氏が本校在感中都井岬忙て

拡集してゐて之れは革問産とせられて庖た。その他昨夏 (8‘1988)都按市

外三股付にて者g披農康校の或る生徒によっ て北海道産とされて居るものを

採集し‘ ?iL-時採集放行中の朝比奈iE二郎氏か持かへ られたとの事であるが
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果して何種であったか判明しない〉

イトトンボ科Kは可成特殊なものがある。現在日本昆虫闘鑑tて記載され

て居るものは僅かに 7極であるけれども、 本:1際でさへも現在12種が知られ

て居るc 中でもヒ メコフキイトトンボ Agriocremisfemina Brauer、ベ

=イトトンボCerigarionerbcscenn. Selys， クロ イトトンボ、トゲヲイ

トトンボ等を特殊主主るものとして事げて良いのではあるまいか。術ペニイ

トト ンボ、クロイト トンボの 2鹿は都城にて鷲見せられて居るコ他地方に

於ては未登鬼である。トゲヲイトトン2ドの一頭が宮崎市和知河原1i1j'1'Cて女

師附脇小頭校中村喜代子氏陀採集されたものが山形屋に於ける行幸記念虫

の展覧舎に出品されてあった。 とれは都按陀ても採集されて居る。

〔於宮崎高農動物接数室， 1339) 

蜘妹 の 話 (二)

農 白 甲鋸

6 蜘蜂の総と其の利用

所謂蜘妹の訴は1肉1妹θ腹部内にある紡績腺 Si1kGlandsより分泌せら

れる絹続物質 (液依)が外策に燭れて固まったものである。

紡績眼とは腹を切開したときに見られとままの締腺の様左透明t:r.-解.nn.

V7K中に数滴の昇栄水を滴下すると乳白色に費るーーー不規則1'.d診をした器

官であって普通の~ìnl昧は稲荷放映 Aciniform Gland西洋梨J伏腺 Pyrifo-

rm G.芋欣!保 Ampu11acealG. (埋J伏I~R とも云ふ〉の三種類の)践をも って

居る。此の外陀線べての蜘i妹の雌には (但しキノシシグモ科 Dysdenidae

ハヘトリグモ科 Saltic1dae，の雌を除o卯麓 EggCocoonを紡ぐに11j
ひる縞綜液を分泌する腺があり とれを管;削除 TubuliformG.と云点、コ叉

ヒメ グモ科 Theridiidaeサラグモ利Linyphiidae及び Epeiridaeの蜘

.. 
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妹には樹投欣腺 Tr骨 shapedG.といふものがあるが業の機能K闘しては

未だ確かでないが併し園網の螺紙を被ふてゐる粘巷粒を分泌するのでは注

いだらろかと考へられてゐる。ヒメ グモ科のものは更に葉欣!腺 LobedG. 

2主ミ5ものを千1・し所謂“紙帯"Ribbon of Silbを紡いて網にか Lった獲物・

を攻穆して取巻く([)11: Jtlびられる。最後にハグモ科 Dictynidae等の飾板

Cribellumを有するものは的j板11mCribellum G. 1.主るものを有し第四歩

脚の蹴飾上にある櫛.Calamistrum の助けをかりて多量の訴を出すこと

が出来るのである。 (fig.2)

扱て此等の腺は皆夫々徴小主主多数の細管となって紡績突起の先端部に関

口してゐてそとから綜を紡ぎ向ナのである。

蜘昧の紙[ては種々の種類があり夫々の性質によって用途を異[とするが住

即刻字や礎物の攻撃及自躍の移動や、繁徳用として問ひられる。

オニグモやジョロウグモの網(囲網)の螺旋紙は紛の上に粘着液が分泌

されて小滴となってゐるから (fig.3)轟が之に粘着して彼等の餌貧となる

のである。それでは何故蜘昧自身は粘着し友いかと云ふとそ ζ はうまく出

来たもので蜘妹の脚陀は一種の脂肪が分泌せられてとの脂肪の働きで粘着

するのを防ぐのである。此の事は蜘妹を捕へてその脚を崎蛮油で丁寧に脂

肪を洗ひ落した後に自分の網に放してやると忽ち自分の網にく っついて身

市 勤きが出来主主〈友るCでよくわかるのである。

蜘妹の紙は極めて*IJIいものが多く石英の繊維に次いで盟組でEつまた張

ブ]・弾力共花魁く古来幾多の撃者によって利用が研究されたむである。

乃ち1710年 Franceの Languedoc([) M. Bon氏が蜘nilleの総で靴を作
ノ

るととに成功し叉同じく FranceID有名な昆虫験者 R白 umur氏はパリ

串士院 ParisAcademieの委l既に依って蜘11憾の訴の利用を研究し其結果網

の訴は使用に堪へないが繭の紙CocoonSilkは之をほぐして訴にするとと

が1+¥来るが其の草紙の強さは家置の綜の-r乃至τで・ある と云ふととがわ
かったのである。而して彼の質験に依って琵赫の如く 一つの生産業として

大明枝に之が利用を企てるととは不可能で、あるととがわかったのである。

其の理JIJは一つに蜘!llまが食肉性動物であるととに原因してゐるのであ
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る。即ち第」に共の飼料たる小動物(制等の昆品類が主である)を多敢に

得るととが困難であると と‘第二に性情漉たして且また多数同一容器陀入

れておくと“i行]類相食む"悲劇を演やるから一匹-lZ!!別々 に入れなければ

ならぬ故莫大な費用と手数が入るとと等であるo

M. Bonや Reaumur以後にも!腕1妹の糸の利用を企?と者は少くたいが

企業化L得た者はない様である。

併し此の方面の研質は決してとれだげで見限られるべきもので泣い様に

思ふ。近代妨績科書耳の褒建とl肉l昧療の進歩とは雨者相f突って将来思はざる

方町陀此の問題を殻展させるかもわから主主い。

例へばk.規模の企業としては成功の見込がえ主いとしても蜘1!)/(の締の特性

生生かして‘とれだけには蜘妹の訴でなくてはと云ふ特殊ゑ利用方聞が左

いとも眠 ら 友い。現lc蜘出~(の訴はあらゆるものの中で最も細 〈 線を表はし

得ると云ふ特性に依ってミクロ メ ー タ ーや顕徴鏡の如~光事器械の目盛や

目印をつけるのに用びられて居るのである。例へば十字鏡のクロスはオホ

ヒメ グモの訴が用ひられてゐるが如きであるつ

止との外陀j腕19-*の締は州 11::めや火傷や抗;落しに千j効であるといはれてゐる

が果してどれ程の存|接的m協をもってゐるか疑問である。
子供が9tl"iit.r.どを捕ハるのに蜘~~の締を用ひて居るととは周知のととであ

るが NewGuinea Island では土人が魚取りに1JiT~1妹の訴を利用ナるさう

である。

7蜘蜂の完接

此の世の中に夫婦聞の情愛の冷たいものが三つある。卸ちサソlJCl)夫婦

にカマキリの夫婦と駒jI炉転の夫婦で此等の動物では交接 Copulationのと

き罷り間違へば雄が雌1'0食はれてしまふのであるコ 勿論 ζれは必然的主主運

命では友くすばしとい幸稿児は生還 して生命を全うするととが出来るので

ある。

雌は性的興奮がさめると直ちにそθ棺乎を喰ふのであってカマキリ等で

我 kが日常よくみかけるととろで時には頭と胸の大部分を喰ひっくされた

U 
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維が雌の背中に抱gついてそれでも術交接動作をやづてゐるのを見ると と

iJ去るる。

止tの事は我々人聞の道徳観から評すれば短めて惨い様でサソリやカマキ

リやクモの雌は鬼婆と云はれるかも知れないが彼等に言はせれば自分遣の

やってゐ るととは最も理性的t.rf;.:!・~的なやり方だと言ふか もわからない。

イ日j故t.rれぽ此等の雄は交接といふ種族保存の矯めの大任を果たしてし ま

〈ぽ彼等の此のf止に於ける任務は終ったのである。後はただ世智辛い浮世

で幾何もない余命をつないで行くための苦努が待って居るばかりである。

之に反し雌は交接後更に産卵と云ふ重任が践ってゐるのである。それ故雌

はお役目のすんだ雄を喰ってやがてやって来るであらろ所の産卵・育児の

ため([) Energy q;)源泉とするのであってとれが反って理Kか友ってゐる

ともいへるのであるc此の事は了度治役目のすんだ蜜峰の雄が働蜂によっ

て喰ひ殺されるのと似てゐるのである。

勿論以上述べた理篇は何庭までも人間の頭でとねあげた辺諸であって晶

が とれだけの理をわきまへてやってゐる とは考へられないととである。

話が大部横路に逸れたが再び本論(tCもどるととにしよう。

扱て蜘妹(tC交接に先立って堆が精液網 Sperm-Webを作り其の下に生

殖口から精液のノj、滴をと落し後之を踊翠の鮒節『とある交接器陀移しで交接の

準備を整へるのである。維の交接採の構迭は簡寧t.rものもあるが認めて複

雑な ものが多〈雌の生殖門 Epigyneの構遣も雄の交接持と関聯して簡単

なものから複雑なものと種々様々で同一種の維の交接器と雌の生活門との

聞には共の形に一定の相関闘係があり業れ故K異種C雨性聞の交接聞の完

接は形態的に不可能で、ある。

1折様に蜘妹の生殖器の構造は種の間比於てさへも著しい相異が見られる

から蜘妹の分類上最も重要な特徴となって居るのである。共の構造に闘し

ては女の機合に詳述するととにして此鹿では省略して沿くととにする。

抑て交接の準備が整へば維は雌を求めて俳個しき与に雌に遭遇すれば雌の

機嫌をうかがって雌の際に乗じてすばやくその鯛器の交接器を雌の生殖門

K挿入して精子を注入する ζ とによって交接は終るのである。
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鯛雪量は片一方だけ挿入される場合と左右交互に挿入されξ場合と左右同

時に挿入される場合とあり左右交互に挿入される場合が長も普通であるc

一回の交接に於て交接線が挿入される!回数はただの一回から百回以上に

及ぶ ζ とがありとれは蜘Bl*自惜の生理!j;1t況や外界の策温の鑓{とによって左

右されるのである。

更陀一回の交接に要する時間もー秒の短いものから盟時聞にわたるもの

と種 様々 で々ある。

f谷I'C"蚤の夫婦けと云ふが‘蜘蛾の夫婦には蚤の夫婦が多く交接のとき

は小さい維がその樟の何倍も時には何十億もある大きな雌の背中に乗る ζ

とがある。とれは一つ陀雌の牙を挫けるため と見られる。

以上で大館蜘!昧の交接K闘する話はすんだわけだが最後K蜘蝶の交接に

関する最も興味ある事質について越ペて本項を絡りたい去思ふO.

ハヘトリ ダモ科 Salticidae(英名 Jurnping-Spider)ドクグモ科 Lyco-

sidae (Wolf-Spider) に届する或る種の蜘妹の雄は交接の前提 として雌

@前で一種奇妙な動作を主主すと とが多い。此の行需を円i吋宮，Courtship 

と云ふ。 求婚の動作はカ =クモ科 Thomisidae(Crab-Spider)タナグモ

科 Agelenidae(Web-S.pider)サラグモ科 Linyphiidae(Web-Spid{~r ) 

ヒメグモ科 Theridiidae(Web-spider)のものの雄でも見られ之。

求熔は通常雌の撒心をかふための動作だと解樺されて居るが何だか人間

臭味の抜け切らない解樺である。

叉“蜘!昧のダンス"'(Dances) といふのは求婚の一種で腹部を上下に或

は左右に打線ったり脚を母げて立つ厳た姿勢を とったり脚叉は燭蟹を打振

ったり雌のま わりを固を描いてぐるぐるまわった り種類によって種々様々

~動作を演やるの‘をある 。(fig. 3)時には迭に雌も奥にのりついつり込

まれて雄と共にダンスをするととがあるさろである。

ダンス(腐く言へば求婚)をして居る中に雌が興奮してくると雄はすば

やく近づいて所期c目的を果たすCであるが此の太任が終れば直ちに三十

六計の奥の手をうかつてドロシをきめとむのである。

閏房の夢米だ費占)1"何んて言って居た日にはあほtl雌の牙にかかり臨液

.. 
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を悉 〈吸びっくされて無惨な残骸乞留むるととにたるのである。

× × 

求婚動作については先輩有間経夫氏の興味ある観察記が有るから御参考

までに此臨陀抜悲して見ょう と思ふ@

「宮崎J断、住吉牧場。 Jul.4. 1932. A: M. 10.30-11.30ササグモ一種

(Oxyopes sp.)サルトリイパラ葉主化て。

e 雄は雌の前方約 10mm位の底に位置し黒色の燭肢を交互に上下し第一

肢を振りダンスを行ふ。四・五度振ってはが]lmm足らや前進七・八回

でいよいよ雌の前方陀主宰す。雌は興奮してじっとしてゐる。

業の間雄は大念ぎで雌の頭の上を乗り越へ直fて雌の陰門fて交接総を挿入

する。 此の間約 1、2秒。共の後犬急:ぎで股がれて冗の位置に蹄り再び前

の動作を繰返す。之の間雌は見動きずらしない。三回行った。三間交援の

時聞が長過ぎて(三秒以上にも及んだ)雌が動き出したので雄は急.ぎ逃げ

出した。」

有国氏の翻察せられた Oxyopes sp.と云ふのは宮崎K最も普通念

Oxyope sertatus Kochササグモであらうと思ふ‘。 (XI，6‘1938、月明

き夜 )

主要参照文献

前説所載のものに追加すべきもののみを奉ぐ。

奥村 多忠;蜘j誌の紙・紡績器及其の!践に就て;動物謬雑誌， Vol. 

XXVII， No.290， P.13-26， Fig. 29， 1912 (大E元年)

TH Savory; The Bio1ogy of Spider; London， 1928 

有間 経夫;蜘!妹類の採集と其の生活; 宮崎リンネ合報， No. VJI， 

P.566-570， 1933 

持蓄の 説明

fig.2 紡績腺を示ナ模型園。

Tu. 管欣腺 TubuliformGland (三本)



88 

fig.3 
1 
fig.4 

苧紙i腺 AmpuI1acealGland (二本〉

樹校欣腺 Tree-ShapedGland (三本)

Py. 西洋梨j削除 PyriformGland (多数)
Ac. 葡萄AA腺 AciniformGland (多数〉
螺旋締の粘着カを示す(廓大)

Am. 

Tr. 

粘着位。

Lycosa amentataの求婚を示すo蹴誌を打張る。

Py.Ac. fig.2( Apstein原因;一部改鑓ス)

1 

1 

Tu. 

Am. 

Tr. 

f ig .4.(Locket氏=依ル〕

fig.3. 

WI 
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「虫の展覧曾J賞獄授奥式挨拶

北尾 淳 一郎

知識や技能の、従って叉、専門宇職業の、あまりに細旬、分化は、近代人の生活にー

殺のE音{診や投じ、行諮りら持品l毛Lまuヒ。級鵡に言へ1'1‘それは結局、人間の不具

イヒに迄、込la..、たのであります。専門以外の ζとは、金〈、 或は殆ε・全(fI符らない所

の‘ 多 〈の精示11I的・乃至技能的不具者ゐ.生じたのであります。今新 〈の如き不具

者は‘とれや何百人、何千人寄ゼ集める としその総和が、完全な技能若 〈は知識

の総合的系統ら形成するととは出来ないのでありま Lて、それはュ彼等のお互の閃

に f!llち彼等の遣った専門の聞に、連絡がまR~俗、からであります。それ故に‘if1，の意味

の専門家t立、金銭l亡劉する理解ら有った上での専門家でなけれはならないわけであ

りま Lて、 若 LLそれら持・って居ないとすれば‘彼等は結局、一穫の機岐に Lか過

ぎないでありまぜう。自然科患の興隆にLつて慈起きれた‘人類思潮の機減論的傾

向は援に人閉それ自身らい機峨化 Lて仕舞ったのであります。例へば政治の12際

は研諦政治家と和する一種の専門家に依って.廃王型ぜられて居世ますが、然Lなが

ら一般の問民 L亦‘政治に童話Lては或程度の閥心と理解とら有たなげればなりまぜ

ん。何となれ11¥政治家t:"けの政治ではな〈、凶民全慢の政治だからであります。

政治の事らあまりに政治家のみに任ゼすぎた結果は‘ 「政治家の政治」と云ふ、極

めて特殊な政治ら生じ‘それが屡々rI調民の政治」との関に矛盾ル持?lH.たととは

衆生uの司品質て"ib1)ます。 事問に蹄Lてい時々同様な事柄が云はれます。与問は事

者の専有物ではな〈‘ l濁民会畿の、大き 〈いへば‘人類の所有物て.あり賓でありま

す。 l調民から陶磁された政治が色々な病的現象ら呈すると同様に‘ E嬰問も亦一般人

の関心や協力r.，.l号て、始めてその公正なる、健全なる霊長怒ら維持するととが出来ま

す。 .l}~問はtkl て事者fごけに任ぜて置〈可きではないのであって . 叉事者fごけて・出

来るもので Lないのであり、何等かの形に於ける・ 一般人の協力が必要なのでるり

ます。

人間は生まれ!lf;j き J[集癖ら持って居ります。 ~p ち・物ゐ集めて染むlW の性質て・ぁ

'ますが、ドイツてはこの蒐集熱が非1i';.に~でありま L て‘ 図民の各階級宇 ‘ 年齢

る遜じで‘大多数の人々は、大抵・&<とも一つのJ[t長らお1って居ります。そ Lて

彼等は、その蒐t!'，t.たものや.町民事に、叉合王制切に整理分費H て所蔵Lて居ります
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が、とれは、rtに彼等の岡氏性の一つの表はれてありま Lて‘ずなはち、彼等が口
〈ぜの様に「草;1哩なる秩序」 といふととら云って居るjffi~ .彼徐は非常・に秩序 1~1:~(

.l:図民て.あるのであります。等間が‘知識の秩序化された Lのであるこ k在思へば

ドイヅ内閣家が、季p裂の基礎の上に築かれてゐる主‘彼等自からが押H..又他から

も務ぜられて居るととに、我々は何等の誇張み も見出すと ξが出旅なし、のでありま

す。今蒐集は‘それ自身に色脅か効官~t.b持って居明主 L て.人々は、或る物ら蒐集

するととにιってその物lて到する直接の知識や符・るのみならず、それら整理する E

とに t つて 叉 ‘ 秩序ら守 f) ~頓ら愛する ヲi の習慣1~，獲得 L ます。 L か L ながら‘蒐

集の一番大きな功徳は、それが、その夫れ夫れの方面の車問に迄、専門にまで致す

所の、寄51ii貢献でありま Lて、ドイツ人は又 r~ll:1哀は準問の始めである」といっ

て廃ります。専門の事者以外の繁人て.t 、}'[集に£つて‘その王手間の主主歩に蹴係す

るととが出る!t.叉事者はh 素人のj'[集ら材料と Lて、土誌と Lて、彼等の有盆なる

叉深速なる附究ら経めてゆ〈ととが出来ます。との意味に於てZ事者路、その専門の

問究に於ける一般の JU力 1~>非常に高〈評i武 L. 叉干れにまn て、大なる.JllJ待た持っ

て居ります。蒐1島は、一般人の摩問κ劉ずる協力の、最 L大きな、最t1't質的な表

れの一つでありますoifii t.て‘とのととが最 L明白に最も符易にE思議ぜられるのは

貨に‘昆虫惨でありま L て a 素人的 ff~虫蒐集が、昆虫率.殊に昆虫分布与さにまで奥

へる所の絶大な貢献は、世界の昆虫拶の歴史が1'l例に ιって我々に示LてゐるfjJjで

あります。

昆虫墜が‘我有人類の生活・と如何に重大なるJr際的関係ら有すかに京tいては.改

めて説明する必要か感じなも、のでありますか殆に、年有楽大なる闘家的損失る持品~ー

すPJrの筈虫に闘する研究に議tt.て、昆虫の一般的分布調査が、如何に必要なる前提

であるか又それ迄依何に重要なる研究素材tj?捻供 Lて居るかは、*虫阜の研究方法

が‘著c...<fw染病息的傾向耳iejjH..て*た司王貨に徴Lて Lr.!fiかな所であります。一般
人の昆虫1'[築は‘廻り廻って‘ 星空に、国家絞慌の上にまでも、その効果る及ぼすと

とができるのであります。小準生の昆虫採集が何て，.jr~ なる遊戯と云つてのけられま

ぜうか、切に識者の御一考在促す主ともに宮崎新聞『止の今回の1Jl!.Lが重大なるij!:L合

的芯義l:e有することも指摘L‘命j採墜務部山形屋j(fili5並びに出品諸事校先生方の御

援助主御協力I亡謝(..-111;1の専門家と Lての立場ιh衷心の感謝や捧げて今日の1:.¥:

]'fk授奥式の挨拶と童文Lたν主事じます。

( 1938年11月16日、 宮崎〉
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|拳舎記事

宮崎りンネ曾

此の一年の我が 9Y ;I-舎の活動九，回顧ιて見ると.我セは計笹があまりに L1t現

きれなかった事ら‘残念に思ふ。Lかι‘我々が絶えず迎忽の3主現へと心街け、 努

力 L た ~þ.・は事筑ーであった 。 我々路 、 p佐々自然科拳への情熱に燃えつ t い 9~ ;Ï-舎

のJIII亡宇1.接的続続の上に書官〈には、我々の無力に過ぎL事与遺憾とする。

第三回生物翠談話舎

6月17日午後 7時校友令館

本日の談話令は‘特に先日骨liされた霧島大採集舎の放授の残G告ら以て、 務局恩ひ

出訴の舎か開いたのである。純物標本‘昆虫採本 ‘ 蜘~標本等の先日の採集品が、

多数回52され・各採集者より併設があった。

ーツ葉採集曾

6 tJ26日午後 11痔校門出後

本令のーツ業生物共同好究のーと tて、採集在行ふため、 宮崎パ スー謹ら食切主

なιて、ーツ葉へ向ふ。詰・日.快晴、熱沙白 〈、 砂漠の如き景観て.あった。或は腕

飢ら持って、或は，j-ットら振って‘ 或は江上にA、舟や浮ペて、若き率徒主主は、六月

の太陽の下に、孜主と Lて採集す る。腕訟に就いたのが午後四時、満識の採築物に

パスのユピード L落ちたかにJ忠!~れた。

第 71 回例曾

9月初日午後7時校友令館
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I、蜘車去の話 AI 白君

自若ーは‘若冠ながら蜘妹にかけてはーかどのエキスパ』ト、本日は.日本産地

蜘妹科につき話された。特にワスレ Tグモ誕百の分獄に鮒Lては、新知見ら以て言告

され、 興味深かった。白君は将来リ Y キ舎の幹部と Lて大u、にJ招待される‘特に

宮崎・!際制止ま相の究明は‘同穏に侠つ)j1j'大主言ばねばならね。

丸北海道の植物 A 2 淵|君-

今夏の北海道修撃波行に於て保集きれた、 1 50 稀 200 黙の標本たi~n".H. 、其の説

明、採集忠ひ出話傍らされた、 同君は、最近突如!と乙てリ r ヰ舎の中心K出現L

た‘新進の採築家である。阿君は・目下熱心に採集総統':1"て誠に結構である。 L

由、 t、採集院生物等の基礎とはなるけれど・採集のみに止つてならなし、。阿君が

i初次採築家Lり研究家へと治まれん事1...切望乙て止まね。特κ、好漢の意気に期

待するの

ム昆虫の笹:111に就て 中島先生

生態患の最近の傾向よれ各級昆虫の'liH草の数例在務げられ.最後にノ、マオシ 1、

シ 9 ウの管jji 行動の耳史家1leの べられた。我々 t;t ・か l る動物心理~MI当方部の考察

に於ては‘ 機減論的に主主むペきか・グF ユ 9ル 1、説的に主主むペきか、大いに考へ

ねばならぬ。

第 1[酉患の展覧曾出品

11 Tlll日ー18日 山形屋

官出i新院1制;主1l1i.の下に‘去る昭和十年秋の行幸ら記念ι氷る主主に、本均三ιり毎年

訟の展覧令tle山形屋に閲 <~~となった。我が リンヰ曾員は欣然i氏の主旨に賛同 L

皇室んて・参考叙本や出品するのみならず‘特にIj、加子 「昆虫採集法Jl.le~干I]l 、叉

合の庶務にたづきはる等、多大の後援た情ま なかった。.特に、令場に於ける我が

舎員出品の桜本は、金1止昇の珍.!1l脊虫1le一堂l亡集めた淑あり 、総議tl?l噂Lた。

第 72回例曾

11月"日午後61侍40分校;t合舘

1 .採集華ft感 AI 高木宕

新進採築家.高木君人事以'*約や裁の採集の思ひ出話らされる。 特に、水生植

物について 、 詳 L ~ 、様に思はれた。但 L 同君 にbきてい皐なる植物蒐集慾の満足

必

」
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に終らない事も切望ずる。探集は.何彪までも手段であってt 阜ではないのだか

ら。

2‘蜂の諮 A 2 近木君

蜂類の分類、形態、生態に閥Lての解説。近木君は今宇リ:/-'I-令の:m銭。 同君に

Cては‘此の話は少(.(遜俗的ではないた・らうか。我々リ y キ舎の佼命とする 月rr

e'.Tt(離れて居る様r::、ー庭1VI・究に将j証きされて、 堂々と自己の研究ら述べられ

ん事ら望む。

ムお 話 官告書先生

久L振 りに2Zt率先生のお諮ら悶〈。先生のお話の内年半はタ〈とも我々には、決L

d て耳新Lい事で無い。 LかL、 民 なる季I- ~罪者の少ν本校に於て、現在活動されつ

1 ある科考王者の~g~1に隣れる事は ‘ 我 々皐生に主って大、、に意義深き司王である。

第4回生物堕談話曾

12 Jj 16日牛後7時校友合館

必の談話舎の務定は、 r1938年の宇1-準界ゐ図耳目Lて」のつも習であったが‘京都

I.Hi;;られた松原先生のお誌が'1'心となり‘自然さ主題はその方向へ行ったが、

とにか〈有1主義な合合てるった。とにか〈我々は芥中の鮭であってはならなν。

1止の季I-l}~者主主は‘ 堂々と L て科象者の主主ゐ歩みつ t ある‘我々が南閣の浪漫的生

活の中に沈溺L、老成乙て行(rl' に平安の郊に於ては、新(.~、科事者主主力、彼等の

汗と血も以て怒 りたるレポ』干る山積 Lつ t ある。青年l}1徒 ι 、iV~j主主や持て。老

駿Lたヂェ 4、レーシヨ :/1l?越えて我々は主主むべきである。

21、12.1938 (足悶記〉
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~"L 
14t ロ」白雪ロ

此虎lて、 9 Y';.・合第十一世帯1J?チ1)行L待た司王は大なる喜びである。日向には、 atに

制使たる春の銃が潔ひ始めてゐる。此の一年間、 我が 9Y ，;.令はかなりに活躍Lた

ものと思ってゐる。例舎の開催は勿論、篠山採集澄山、一 ''J~誕生物の共同閉究、而

乙て、合幸誌のチ1)行は本年度はニ班目と Lなった。之れ合良識!廷の多大なる援.I)})rこ他
ならなし、。

本鋭は、!f:.~にーツ業生物の研究ら中心主 L て編将 L た。日 JfH-- 、業績は1!!い、が、

j釘る小研究が集積Lて行 〈所には、必ず大な る結果が生れるものと信じる。日fli残念

な主a~は動物閥係の論文に絞ベて、植物脇係の論文が集らなかった事て.ある。継物初F

究の務起 1J:o祈って止まぬ。そ L て、 j降水 L 心ある人身の手 fこ ι り、此の事業がf.~行

きれんと ξル切望する。

我々は愈々日向島去る時が来た。盗か大陸にが!パ .I!\t雲'.b~包む時、我々の使命の!It

きが胸に諮るのか感じる。新Lい文化、新 L ぃ生活の建設。 1~、科与さの任9J <ベぎ分

野が次第に銚げられて来た。我々は、科事は物質文明の母盟に非ずLて、 1誌に約百申

文化の結晶なる事ら自琵すべきである。科撃は如1誠の機i践的集積て無 (c..て、今や

指導原理となるべ告である。我が 9.y ，;・令の目的は、勿総生物」学研究の後展にある

がLかL今とそ更に根本的な依命在撚ふべき時が来たのでるる。夫は科準;filiiii甲の1首

主主である。時~~の奥谷i亡乗じる封建思tE.の残骸~!.え知的安:tæ に劉 L て、敢然合理主

義 主主!l~登主義 1.t-主!l!c..て、民族の永遠の ~Jt展の方向に競り無から Lむる事は、不I ~主

者の愛閣の第一義て.ある。

日I句は永遠の桃源郷て‘ある。 .. ìt~・春の闘である。 L かるに我~が祖先は何が放に此

の桃源郷ら出て・て大和lへ向ったのであらうか。此民主l二我が民族主主展の重大な暗示が

あると共に日向に皐ぶものの大なる嘗めた見なけれ!古ならぬ。(1日、 2、1939編者〉
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